
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
陥
落
後
の

総
主
教
ゲ
ナ
デ
ィ
オ
ス
ニ
世
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
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上

柿

智

生

【
要
約
】
　
ギ
リ
シ
ア
古
典
の
高
度
な
教
養
を
身
に
付
け
た
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
知
識
人
層
に
お
い
て
は
、
概
ね
十
二
世
紀
以
降
ギ
リ
シ
ア
古
典
文
化
に
対
し

て
肯
定
的
な
評
価
を
行
い
、
自
ら
の
起
源
を
古
代
の
ギ
リ
シ
ア
人
に
見
出
す
傾
向
が
次
第
に
生
ま
れ
た
が
、
こ
の
現
象
は
研
究
上
「
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
」
と
呼

ば
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
末
期
か
ら
オ
ス
マ
ン
帝
国
支
配
へ
の
移
行
期
に
お
け
る
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
・
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
を
、
オ
ス
マ
ン
帝
国

に
留
ま
っ
た
知
識
人
の
観
点
か
ら
分
析
す
る
と
い
う
目
的
の
も
と
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
陥
落
後
に
初
め
て
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
総
主
教

に
就
任
し
た
ゲ
ナ
デ
ィ
オ
ス
ニ
世
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
を
、
彼
の
著
作
を
分
析
す
る
こ
と
で
検
討
し
た
。
彼
は
ス
ル
タ
ン
・
メ
フ
メ
ト
ニ
世
と
の
関
係
に
お
い

て
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
知
識
が
神
に
由
来
し
、
キ
リ
ス
ト
教
の
普
及
と
い
う
一
神
教
の
展
開
史
に
肯
定
的
に
寄
与
し
た
こ
と
を
主
張
し
た
。
ま
た
オ
ス
マ

ン
支
配
下
の
ギ
リ
シ
ア
系
正
教
徒
に
対
し
て
は
、
ギ
リ
シ
ア
文
化
の
卓
越
性
を
拠
り
所
に
し
て
、
神
と
特
別
な
関
係
で
結
ば
れ
た
国
な
き
民
と
し
て
支
配

を
受
容
す
る
こ
と
を
促
し
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
九
五
巻
一
　
号
　
一
δ
＝
葦
三
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
よ
る
一
四
五
三
年
の
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
征
服
は
、
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
終
焉
を
画
す
る
事
件
で
あ
る
ば
か
り
で
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

く
、
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
で
あ
っ
た
ギ
リ
シ
ア
語
を
話
す
正
教
徒
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
歴
史
の
上
で
も
重
大
な
転
機
で
あ
っ

た
。
本
稿
は
、
帝
都
の
陥
落
後
初
め
て
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
総
主
教
に
就
任
し
た
ゲ
ナ
デ
ィ
オ
ス
ニ
世
（
一
四
〇
〇
頃
一
一
四
七
二
頃
）



コンスタンティノープル陥落後の総主教ゲナディオスニ世のヘレニズム（上柿）

の
著
作
を
通
じ
、
主
に
彼
の
ギ
リ
シ
ア
文
化
へ
の
評
価
お
よ
び
ギ
リ
シ
ア
人
意
識
を
手
掛
か
り
に
し
て
、
新
し
い
支
配
体
制
に
お
け
る
ビ
ザ
ン

　
　
　
②

ツ
知
識
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
一
つ
の
形
態
を
探
る
も
の
で
あ
る
。

　
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
民
、
と
く
に
知
識
人
の
政
治
的
あ
る
い
は
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
自
集
団
に
対
す
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
あ
り
方
（
集
団
的
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
）
を
論
じ
る
上
で
、
ギ
リ
シ
ア
文
化
と
い
う
要
素
を
欠
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
両
者
の
関
係
は
必
ず
し
も
単
純
な
も

の
で
は
な
く
、
ま
た
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
一
千
年
以
上
の
歴
史
を
通
じ
て
不
変
で
も
な
か
っ
た
。
確
か
に
、
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
に
お
い
て
ギ
リ
シ
ア

古
典
の
写
本
制
作
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ギ
リ
シ
ア
古
典
の
学
習
を
前
提
と
し
た
古
典
ギ
リ
シ
ア
語
に
よ
る
テ
ク
ス
ト
の
生
産
・
発
表
・
鑑
賞
な
ど

の
諸
実
践
、
い
わ
ば
「
ギ
リ
シ
ア
古
典
文
化
」
が
受
け
継
が
れ
て
い
た
こ
と
は
夙
に
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
継
承
を
支
え
た
第
一
の
要
因
は
、

ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
行
政
語
は
中
期
以
降
専
ら
ギ
リ
シ
ア
語
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
リ
テ
ラ
シ
ー
が
聖
職
者
に
限
定
さ
れ
な
い
広
が
り
を
持
っ

て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
加
え
て
明
確
な
世
襲
貴
族
制
度
を
持
た
な
か
っ
た
ビ
ザ
ン
ツ
社
会
に
お
い
て
、
高
度
な
古
典
の
教
養
に
よ
っ
て
皇
帝
の

評
価
を
得
る
こ
と
が
、
政
府
や
宮
廷
に
お
け
る
栄
達
へ
の
～
経
路
と
な
っ
て
い
た
事
情
も
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
古
典
語
の
知
識
と
弁
論
術

を
習
得
し
、
こ
と
あ
る
ご
と
に
自
ら
の
作
品
を
「
テ
ア
ト
ロ
ン
」
と
形
容
さ
れ
る
一
種
の
文
学
サ
ロ
ン
で
発
表
し
た
知
識
人
た
ち
は
、
古
典
ギ

リ
シ
ア
語
と
そ
れ
が
担
う
文
化
の
卓
越
性
を
意
識
し
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
し
か
し
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
に
居
住
す
る
ギ
リ
シ
ア
語
を
話
す
正
教

徒
は
ギ
リ
シ
ア
古
典
文
化
に
対
し
て
「
ギ
リ
シ
ア
の
」
と
い
う
修
飾
辞
を
付
し
て
称
賛
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
を
概
ね
古
代
ロ
ー
マ

帝
国
以
来
の
優
れ
た
文
明
の
遺
産
と
認
識
し
て
い
た
。
加
え
て
自
ら
を
ギ
リ
シ
ア
人
と
み
な
す
代
わ
り
に
、
彼
ら
は
自
ら
の
国
家
を
世
界
の
終

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

末
に
至
る
ま
で
続
く
「
最
後
の
帝
国
」
と
考
え
、
こ
の
唯
一
普
遍
の
キ
リ
ス
ト
教
帝
国
の
民
た
る
「
ロ
ー
マ
人
（
ロ
メ
イ
）
」
を
自
称
し
て
い
た
。

ギ
リ
シ
ア
人
（
エ
リ
ネ
ス
）
と
い
う
雷
葉
は
古
代
の
多
神
教
を
信
仰
す
る
異
教
徒
と
い
う
否
定
的
な
意
味
合
い
を
強
く
持
っ
て
い
た
こ
と
が
そ

の
大
き
な
要
因
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
知
識
人
た
ち
を
中
心
と
し
て
十
一
－
十
二
世
紀
以
降
、
ギ
リ
シ
ア
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
古
典
文
化
や
自
国
の
伝
統
に
肯
定
的
評

価
を
与
え
、
更
に
は
自
ら
の
起
源
を
古
代
ギ
リ
シ
ア
に
求
め
て
ギ
リ
シ
ア
人
を
自
称
す
る
例
が
現
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
現
象
を
以
下
で
挙
げ
る
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先
行
研
究
の
用
語
法
に
な
ら
っ
て
本
稿
で
は
「
（
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
・
）
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
こ
の
現
象
は
、
異
教
の
象
徴
と
し

て
の
否
定
的
な
ギ
リ
シ
ア
観
、
お
よ
び
ロ
ー
マ
人
と
し
て
の
自
意
識
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
た
の
か
。
こ
の
問
い
に
関
す
る
議
論
は
、
近

代
ギ
リ
シ
ア
国
家
成
立
以
降
に
生
じ
た
「
ギ
リ
シ
ア
の
連
続
性
」
に
ま
つ
わ
る
論
争
に
巻
き
込
ま
れ
、
ギ
リ
シ
ア
と
い
う
言
葉
に
ど
の
よ
う
な

価
値
を
込
め
る
か
と
い
う
点
を
め
ぐ
る
西
欧
入
研
究
者
と
ギ
リ
シ
ア
人
研
究
者
の
意
見
の
相
違
を
反
映
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
前

者
は
ギ
リ
シ
ア
と
い
う
言
葉
に
古
典
古
代
の
理
想
を
込
め
て
そ
の
頽
落
形
態
で
あ
る
ビ
ザ
ン
ツ
時
代
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
を
知
識
人
た
ち
の
社
会
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

ら
遊
離
し
た
ギ
リ
シ
ア
趣
味
と
み
な
し
て
民
衆
の
堅
固
な
ロ
ー
マ
人
意
識
に
は
影
響
を
与
え
な
か
っ
た
と
し
た
。
一
方
後
者
は
ギ
リ
シ
ア
の
名

か
ら
近
代
ギ
リ
シ
ア
・
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
古
代
か
ら
の
一
貫
し
た
歴
史
の
流
れ
を
想
起
し
て
、
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
に
近
代
ギ
リ
シ
ア
の
ネ
イ
シ
ョ
ン
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

原
型
が
醸
成
さ
れ
て
い
く
過
程
を
見
る
傾
向
が
強
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
・
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
に
近
代
ギ
リ
シ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

を
投
影
し
た
点
、
あ
る
い
は
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
ギ
リ
シ
ア
文
化
を
ロ
ー
マ
帝
国
理
念
と
全
く
相
い
れ
な
い
も
の
と
措
定
し
た
点
が
こ
の
論
争
の

問
題
点
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
を
反
省
す
る
か
た
ち
で
、
一
九
九
〇
年
代
に
入
っ
て
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
キ
リ
ス
ト
教
ロ
ー
マ
帝
国
理
念
の
柔
軟
性
を
指
摘
す
る
こ
と
が

　
　
　
　
⑥

試
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
二
〇
〇
〇
年
以
降
ギ
リ
シ
ア
文
化
を
ロ
ー
マ
理
念
と
共
存
し
つ
つ
影
響
し
あ
う
も
の
と
し
て
と
ら
え
、
そ
の
通
時
的
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

化
に
注
目
す
る
研
究
が
現
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
例
え
ば
カ
ル
デ
リ
ス
は
、
ロ
ー
マ
帝
国
理
念
が
超
民
族
的
な
普
遍
帝
国
の
観
念
を
代
表
し
、

他
方
で
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
の
み
が
特
定
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
固
有
性
に
基
づ
く
共
属
感
情
を
表
わ
す
と
い
う
二
項
対
立
か
ら
は
も
は
や
脱
し
て
い
る
。

彼
は
、
ギ
リ
シ
ア
の
本
質
を
追
究
す
る
よ
り
は
そ
の
概
念
・
機
能
の
変
遷
を
辿
る
こ
と
で
、
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
が
十
一
世
紀
以
降
哲
学
研
究
の
領
域

か
ら
有
力
者
層
の
美
意
識
の
領
域
へ
と
流
れ
出
し
、
や
が
て
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
も
の
へ
と
変
容
し
た
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
十
三
世
紀

以
降
、
か
つ
て
キ
リ
ス
ト
教
ロ
ー
マ
帝
国
理
念
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
た
ロ
ー
マ
人
概
念
が
、
そ
の
結
合
の
弛
緩
に
よ
っ
て
政
治
的
帰
属
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ら
言
語
や
習
慣
に
基
づ
い
た
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
も
の
へ
と
推
移
し
て
い
っ
た
こ
と
も
ペ
ー
ジ
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
の
最
近
の
動
向
に
鑑
み
る
と
、
ロ
ー
マ
理
念
と
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
の
概
念
的
な
両
立
不
可
能
性
と
い
っ
た
議
論
は
乗
り
越
え
ら
れ
、
む
し
ろ
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両
者
と
も
普
遍
性
と
個
別
性
の
問
で
揺
れ
動
き
な
が
ら
ビ
ザ
ン
ツ
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成
に
寄
与
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
こ
こ
ま
で
言
及
し
た
先
行
研
究
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
・
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
の
ま
と
ま
っ
た
研
究
は
現
状
で
は
十
五
世
紀

ま
で
は
及
ん
で
お
ら
ず
、
後
述
の
よ
う
に
知
識
人
の
著
作
に
お
け
る
例
が
散
発
的
に
雷
及
さ
れ
る
段
階
に
留
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
十
五
世
紀
の

ヘ
レ
ニ
ズ
ム
に
関
し
て
は
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
支
配
下
で
は
ギ
リ
シ
ア
系
正
教
徒
は
専
ら
ロ
ー
マ
人
を
自
称
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
ヘ
レ
ニ
ズ

ム
は
帝
国
の
終
焉
と
と
も
に
断
絶
し
た
と
従
来
み
な
さ
れ
、
概
し
て
西
欧
ル
ネ
サ
ン
ス
に
お
け
る
ギ
リ
シ
ア
古
典
復
興
へ
の
寄
与
と
い
う
観
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

か
ら
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
筆
者
は
ビ
ザ
ン
ツ
文
明
圏
が
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
支
配
に
包
摂
さ
れ
る
時
期
の
ビ
ザ
ン
ツ
知
識
人

の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
の
変
容
の
過
程
を
特
に
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
も
と
に
留
ま
っ
た
人
物
の
角
度
か
ら
、
よ
り
詳
細
に
跡
付
け
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。
そ
の
作
業
を
継
続
す
る
こ
と
で
、
ギ
リ
シ
ア
文
化
の
ビ
ザ
ン
ツ
社
会
で
の
独
自
の
意
義
と
機
能
が
よ
り
明
確
に
な
り
、
最
終
的
に
は
西
欧

が
近
世
以
降
自
己
形
成
す
る
際
に
用
い
た
「
ギ
リ
シ
ア
」
と
い
う
観
念
の
歴
史
的
特
殊
性
を
再
検
討
す
る
と
い
う
展
望
も
開
け
て
く
る
だ
ろ
う
。

　
た
だ
し
、
オ
ス
マ
ン
治
下
に
残
留
し
た
旧
ビ
ザ
ン
ツ
知
識
人
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
に
関
し
て
は
、
と
く
に
彼
ら
の
集
団
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の

問
題
と
関
連
づ
け
た
形
で
の
分
析
は
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な
い
た
め
、
そ
の
全
般
的
傾
向
を
概
述
す
る
こ
と
も
容
易
で
は
な
い
。
従
っ
て
現
状

で
は
、
当
時
の
全
体
的
傾
向
の
把
握
へ
と
至
る
た
め
の
基
礎
的
作
業
と
し
て
、
個
々
の
人
物
の
事
例
の
詳
細
な
検
討
が
ま
ず
は
求
め
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
そ
う
し
た
知
識
人
の
中
で
も
ゲ
ナ
デ
ィ
オ
ス
ニ
世
は
、
彼
の
果
た
し
た
政
治
的
役
割
の
観
点
か
ら
も
、
遺
さ
れ
た
多
彩
か
つ
膨
大
な

テ
ク
ス
ト
の
思
想
史
的
意
義
の
観
点
か
ら
も
、
最
初
に
検
討
す
べ
き
人
物
で
あ
る
こ
と
は
言
を
侯
た
な
い
。

　
以
上
の
問
題
意
識
に
基
づ
き
、
本
稿
で
は
、
十
五
世
紀
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
お
け
る
旧
ビ
ザ
ン
ツ
ロ
ギ
リ
シ
ア
系
知
識
人
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
の
傾

向
と
特
色
を
明
ら
か
に
す
る
作
業
の
端
緒
と
し
て
、
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
滅
亡
以
降
の
ゲ
ナ
デ
イ
オ
ス
ニ
世
の
著
作
に
現
れ
る
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
を
分
析

の
対
象
と
す
る
。
本
稿
の
以
下
の
具
体
的
構
成
を
述
べ
る
と
、
ま
ず
一
章
で
は
十
五
世
紀
の
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
・
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
の
展
開
と
ゲ
ナ
デ

ィ
オ
ス
ニ
世
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
の
整
理
を
行
う
。
続
い
て
ゲ
ナ
デ
ィ
オ
ス
ニ
世
の
著
作
を
も
と
に
彼
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
の
現

れ
方
を
、
そ
れ
ぞ
れ
彼
が
二
章
で
は
ス
ル
タ
ン
・
メ
フ
メ
ト
ニ
世
、
三
章
で
は
正
教
会
信
徒
と
対
峙
し
た
と
い
う
具
体
的
状
況
に
お
い
て
検
討
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す
る
こ
と
に
す
る
。

①
本
稿
で
は
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
時
代
以
降
の
ギ
リ
シ
ア
語
固
膚
名
詞
の
日
本
語
表
記

　
は
中
世
音
を
採
用
し
た
上
で
～
部
カ
タ
カ
ナ
表
記
の
簡
便
性
も
考
慮
し
た
（
例
一

　
イ
ェ
ナ
デ
ィ
オ
ス
で
は
な
く
ゲ
ナ
デ
イ
オ
ス
）
。
ギ
リ
シ
ア
語
の
通
時
的
変
化
に

　
つ
い
て
は
切
H
o
ミ
づ
す
o
q
、
戸
’
§
職
紺
q
ミ
§
ミ
さ
§
ミ
O
越
鳴
袖
∩
9
ヨ
鐸
鼠
◎
q
P

　
一
Φ
Q
。
ω
を
参
照
の
こ
と
。
な
お
「
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
」
な
ど
固
有
名
詞
の

　
　
部
は
慣
用
を
優
先
し
た
。

②
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
全
時
代
を
通
じ
た
知
識
人
の
活
動
を
概
観
す
る
に
は
、

　
≦
房
。
戸
Z
‘
浄
ぎ
ミ
越
駄
導
器
、
ミ
ミ
タ
謄
0
5
血
。
コ
、
お
ゆ
①
（
突
く
．
Φ
9
）
が
適
し
て

　
い
る
。
パ
レ
オ
ロ
ゴ
ス
朝
時
代
に
関
し
て
は
、
ζ
臼
G
q
凶
鉱
沙
¢
卜
、
§
融
喧
、
§
§
N
、

　
鳴
こ
塁
ミ
ミ
恥
辱
§
魯
ミ
、
、
愚
ミ
ミ
§
⇔
き
、
“
ミ
疇
、
§
■
〉
窪
①
5
q
。
．
H
㊤
O
①
を
参
照
の

　
こ
と
。

③
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
に
お
け
る
ロ
ー
マ
帝
国
理
念
に
関
す
る
古
典
的
研
究
と
し
て
は

　
響
異
P
ゆ
．
沁
ぎ
ミ
譜
ミ
静
隷
§
職
O
ミ
紺
越
ミ
却
魑
ζ
体
づ
∩
7
Φ
歪
H
Φ
①
○
。
を
参
照
の
こ

　
と
。

④
　
二
〇
世
紀
半
ば
の
西
欧
人
研
究
者
の
見
解
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
は

　
ζ
墜
G
q
9
ρ
、
、
ロ
コ
属
聲
瓜
凱
q
。
ヨ
磐
鎌
閃
。
ヨ
磐
野
獣
Φ
｝
δ
三
笛
塁
．
．
貯
智
ミ
ミ
、
ミ

　
き
斗
ミ
薦
§
賎
O
ミ
ミ
§
、
織
さ
N
物
勘
ミ
耐
勲
葡
○
。
、
｝
⑩
①
伊
℃
℃
．
ω
甲
9
後
期
ビ
ザ
ン
ツ

　
時
代
の
教
会
と
社
会
と
の
関
係
を
分
析
し
た
ニ
コ
ル
も
ほ
ぼ
同
様
の
見
解
に
至
っ

　
て
い
る
。
Z
同
8
F
O
巳
竃
．
”
O
ミ
へ
鳶
誉
§
賎
的
ミ
馬
偽
電
ミ
、
ぎ
ト
時
無
O
§
、
、
ミ
鳴
恥
ミ

　
♂
N
§
勘
§
N
’
9
ヨ
σ
凱
£
p
｝
り
。
。
9
唱
．
野
立
。
。
ρ

⑤
当
時
の
ギ
リ
シ
ア
人
研
究
者
に
よ
る
後
期
ビ
ザ
ン
ツ
時
代
の
解
釈
の
代
表
的
な

　
も
の
と
し
て
は
く
鴛
鉱
。
℃
o
巳
。
匂
。
’
》
’
閃
‘
O
豊
州
誠
庶
、
ぎ
O
鳶
簿
〉
§
§
院
§
偽

　
響
ミ
ミ
ミ
℃
ミ
ミ
噂
ミ
聴
－
ミ
融
．
鐸
ξ
H
ζ
o
奮
、
Z
Φ
ミ
切
讐
蕊
三
∩
閃
」
O
ざ

　
が
あ
る
。
ア
ル
ヴ
ェ
レ
ー
ル
は
ニ
ケ
ア
帝
国
時
代
に
萌
芽
を
見
せ
た
郷
土
愛
に
根

　
差
し
た
ギ
リ
シ
ア
愛
国
主
義
が
、
パ
レ
オ
ロ
ゴ
ス
朝
創
始
と
と
も
に
伝
統
的
な
普

　
遍
主
義
に
よ
っ
て
成
長
が
阻
害
さ
れ
た
と
す
る
。
E
・
ア
ル
ヴ
ェ
レ
ー
ル
、
尚
樹

　
啓
太
郎
訳
噸
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
政
治
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
東
海
大
学
出
版
会
、
一

　
九
八
九
年
、
＝
一
五
－
三
一
頁
。

⑥
例
え
ば
ζ
9
α
q
紆
ξ
ρ
や
．
．
頃
亀
①
巳
。
。
ヨ
碧
◎
Z
蝕
。
富
財
q
・
ヨ
貯
ぼ
N
磐
欝
ヨ
．
．

　
貯
三
。
・
”
S
ミ
職
ミ
ミ
N
ミ
ミ
寄
§
魯
ミ
N
ミ
軌
§
帖
騒
N
ミ
鴨
ミ
ミ
ミ
＄
N
ミ
ミ
N
ミ
斜

　
≧
窪
窪
ぎ
戸
6
㊤
一
噂
δ
×
宅
一
ぎ
G
q
o
江
審
魍
．
．
〉
鷲
。
ぼ
。
α
q
冨
℃
ξ
倒
置
箆
雪
口
臓

　
夢
①
9
。
・
Φ
o
＝
冨
冨
斤
①
門
ξ
票
5
鋒
Φ
国
ヨ
窟
器
．
．
’
♂
N
§
ミ
§
ミ
ミ
§
①
O
響
一
8
ρ

　
℃
や
ω
①
よ
O
．

⑦
疹
冠
Φ
ヨ
ρ
鋭
專
、
、
§
馬
窓
一
ミ
♂
§
ミ
ミ
嵩
。
9
ヨ
驚
一
窪
G
Q
ρ
N
8
N

⑧
鵠
α
q
ρ
P
鴨
竃
轟
窪
N
§
§
魯
O
ミ
罫
ミ
§
、
貯
魎
魯
ミ
、
ぎ
O
、
§
ミ
塁

　
9
ヨ
鐸
こ
α
Q
①
b
8
⑳

⑨
井
上
氏
は
、
歴
史
家
ク
リ
ト
ヴ
ロ
ス
が
メ
フ
メ
ト
観
世
に
歴
史
書
を
献
呈
し
た

　
事
例
な
ど
を
挙
げ
つ
つ
、
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
文
化
の
薄
い
表
履
で
あ
っ
た
古
典
文
化

　
は
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
時
代
に
は
受
け
継
が
れ
な
か
っ
た
と
す
る
。
井
上
浩
…
「
ビ

　
ザ
ン
ツ
帝
國
の
滅
亡
と
ギ
リ
シ
ア
文
化
の
ゆ
く
え
」
藤
縄
謙
三
自
明
ギ
リ
シ
ア
文

　
化
の
遺
産
㎞
、
南
窓
社
、
一
九
九
三
年
、
一
九
一
一
二
二
〇
頁
。
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第
一
章
　
十
五
世
紀
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
と
ゲ
ナ
デ
ィ
オ
ス
ニ
世

研
究
状
況
と
課
題

本
章
で
は
、
次
章
以
降
の
ゲ
ナ
デ
イ
オ
ス
ニ
世
の
テ
ク
ス
ト
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
言
説
の
分
析
の
意
義
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
ま
ず
ゲ
ナ
デ
イ



コンスタンティノーープル陥落後の総主教ゲナディオスニ世のヘレニズム（上柿）

オ
ス
石
心
が
生
き
た
十
五
世
紀
の
知
識
人
た
ち
の
問
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
の
傾
向
を
整
理
し
た
の
ち
、

る
先
行
研
究
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
す
る
。

ゲ
ナ
デ
ィ
オ
ス
ニ
世
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
に
関
す

（㎜

j
　
十
五
世
紀
の
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
・
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
と
知
識
人
た
ち
の
集
団
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

　
第
四
回
十
字
軍
の
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
占
領
は
、
旧
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
領
が
十
字
軍
系
や
ビ
ザ
ン
ツ
系
の
諸
国
家
に
分
解
し
並
存
す
る

状
況
を
生
ぜ
し
め
た
。
そ
し
て
以
前
は
緊
密
に
結
び
つ
い
て
い
た
ビ
ザ
ン
ツ
人
の
ロ
ー
マ
人
意
識
と
ロ
ー
マ
帝
国
へ
の
帰
属
意
識
と
が
し
だ
い

に
分
解
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
「
ロ
ー
マ
人
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
政
治
的
帰
属
を
示
す
も
の
か
ら
、
言
語
や
習
慣
を
同
じ
く

す
る
集
団
と
し
て
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
要
素
を
強
調
す
る
も
の
へ
と
推
移
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
加
え
て
十
三
世
紀
以
降
正
教
と
ロ
1
マ
・
カ

ト
リ
ッ
ク
の
教
会
合
同
が
帝
国
政
府
の
政
治
的
課
題
に
な
る
状
況
が
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
合
同
反
対
派
の
中
で
ロ
ー
マ
人
た

る
要
件
と
し
て
皇
帝
へ
の
服
従
よ
り
も
正
教
信
仰
の
保
持
を
重
視
す
る
傾
向
が
現
れ
た
。

　
十
五
世
紀
の
ビ
ザ
ン
ツ
人
の
集
団
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
も
こ
の
よ
う
な
潮
流
を
引
き
継
ぎ
、
特
に
知
識
人
個
々
人
の
間
の
ロ
ー
マ
人
意
識
、

正
教
徒
意
識
、
そ
し
て
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
の
あ
り
方
も
多
様
さ
を
増
し
て
く
る
。
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
領
土
が
極
度
に
縮
小
し
た
こ
の
時
代
に
お
い
て

も
一
方
で
は
キ
リ
ス
ト
教
ロ
ー
マ
帝
国
と
し
て
の
自
己
主
張
の
継
続
が
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
最
後
の
皇
帝
コ
ン
ス
タ
ン
デ
ィ

ノ
ス
十
一
世
は
、
「
神
キ
リ
ス
ト
を
信
じ
る
コ
ン
ス
タ
ン
デ
ィ
ノ
ス
、
ロ
ー
マ
人
の
皇
帝
に
し
て
支
配
者
、
パ
レ
月
栄
ゴ
ス
」
と
い
う
称
号
を

　
　
　
　
①

用
い
て
い
る
。
ま
た
多
少
時
代
を
遡
る
も
の
の
、
一
三
九
〇
年
代
に
は
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
総
主
教
ア
ン
ド
ニ
オ
ス
四
世
が
、
モ
ス
ク

ワ
大
公
ヴ
ァ
シ
ー
リ
i
一
世
に
対
し
て
「
教
会
と
帝
国
は
一
体
か
つ
協
調
し
て
お
り
、
互
い
に
切
り
離
す
こ
と
は
で
き
な
い
ゆ
え
に
（
中
略
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

キ
リ
ス
ト
教
徒
の
う
ち
何
人
た
り
と
も
教
会
を
持
ち
つ
つ
皇
帝
を
持
た
な
い
こ
と
な
ど
あ
り
え
な
い
」
、
従
っ
て
た
だ
一
人
の
皇
帝
を
敬
う
べ

き
だ
と
主
張
し
て
い
る
。

　
他
方
、
一
部
の
知
識
人
た
ち
の
ロ
ー
マ
人
意
識
は
従
来
の
い
わ
ば
選
民
的
な
自
意
識
か
ら
変
容
を
被
り
、
ま
た
彼
ら
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
は
自
ら
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を
古
代
ギ
リ
シ
ア
人
の
子
孫
と
み
な
す
段
階
に
至
っ
た
。
こ
の
現
象
は
西
欧
に
親
和
的
か
つ
教
会
合
同
に
賛
成
し
た
人
々
に
目
立
つ
。
例
え
ば

ナ
四
世
紀
の
帝
国
高
官
デ
ィ
ミ
ト
リ
オ
ス
・
キ
ド
ニ
ス
は
、
旧
ロ
ー
マ
（
ロ
ー
マ
）
と
新
ロ
ー
マ
（
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
）
の
起
源
・
宗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

教
・
文
化
の
共
通
性
を
指
摘
し
て
、
ラ
テ
ン
人
と
の
連
帯
を
説
い
た
。
ま
た
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
陥
落
直
前
に
教
皇
使
節
と
し
て
教
会

合
同
を
成
立
さ
せ
た
キ
エ
フ
府
主
教
イ
シ
ド
ロ
ス
は
、
ビ
ザ
ン
ツ
人
に
関
し
て
古
代
ロ
ー
マ
人
と
ギ
リ
シ
ア
人
と
い
う
「
名
高
き
両
種
族
か
ら

最
も
名
高
く
麗
し
い
種
族
が
成
立
し
、
こ
れ
は
い
わ
ば
ロ
メ
リ
ネ
ス
［
雛
ロ
ー
マ
・
ギ
リ
シ
ア
人
］
（
［
］
内
は
筆
者
に
よ
る
補
足
。
以
下
同
様
）
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

称
す
る
の
が
ふ
さ
わ
し
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
言
説
の
背
景
に
は
、
十
四
世
紀
以
降
の
ラ
テ
ン
語
文
献
の
導
入
を
契
機
と
し
て
西
欧

と
の
宗
教
論
争
と
学
問
的
交
流
が
活
発
化
し
た
結
果
、
ビ
ザ
ン
ツ
側
も
西
欧
世
界
を
自
ら
と
同
じ
く
古
代
ロ
ー
マ
帝
国
を
源
と
す
る
独
自
の
文

明
圏
と
し
て
認
め
る
こ
と
に
な
り
、
西
欧
世
界
と
の
間
の
共
通
性
と
差
異
性
を
説
明
す
る
枠
組
み
が
必
要
と
さ
れ
た
こ
と
が
想
定
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
ま
た
、
十
五
世
紀
の
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
に
お
け
る
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
を
語
る
上
で
は
、
ゲ
オ
ル
ギ
オ
ス
・
ゲ
ミ
ス
ト
ス
・
プ
リ
ト
ン
を
欠
く
こ
と
は

で
き
な
い
。
彼
は
、
自
分
た
ち
が
種
族
に
お
い
て
ギ
リ
シ
ア
人
で
あ
る
と
明
確
に
述
べ
て
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
宗
教
と
祭
儀
の
復
活
を
試
み
、
ビ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ザ
ン
ツ
帝
国
を
ギ
リ
シ
ア
の
地
を
中
心
と
し
た
ギ
リ
シ
ア
人
の
国
家
と
し
て
復
興
さ
せ
る
た
め
の
社
会
改
革
を
説
い
た
。
彼
の
思
想
は
そ
の
異

教
性
ゆ
え
に
例
外
的
な
も
の
と
み
な
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
モ
レ
ア
ス
（
ペ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス
半
島
南
部
）
の
首
府
ミ
ス
ト
ラ
ス
を
根
拠
と
し
て
專
制

公
の
庇
護
を
う
け
、
ヴ
ィ
サ
リ
オ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
弟
子
を
持
っ
て
＝
疋
の
思
想
的
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
指
摘
さ
れ
て
よ

い
。

　
以
上
の
例
に
鑑
み
る
と
、
十
四
記
紀
末
以
降
、
皇
帝
や
総
主
教
の
公
的
な
立
場
と
し
て
は
キ
リ
ス
ト
教
ロ
ー
マ
帝
国
理
念
が
依
然
と
し
て
堅

持
さ
れ
て
い
た
一
方
、
知
識
人
層
の
一
部
の
意
識
に
お
い
て
は
そ
の
解
体
が
進
行
し
た
と
い
え
る
。
加
え
て
か
つ
て
の
よ
う
に
ロ
ー
マ
人
・
正

教
徒
意
識
を
主
と
し
て
そ
れ
に
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
を
副
次
的
に
付
加
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
前
者
の
意
識
と
遜
色
の
な
い
形
で
ギ
リ
シ
ア
人
意

識
に
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
基
盤
を
置
く
事
例
が
よ
り
顕
著
に
な
る
こ
と
が
窺
え
る
。

　
と
は
い
え
、
こ
の
傾
向
が
知
識
人
層
全
体
に
当
て
は
ま
る
わ
け
で
は
な
い
。
十
五
世
紀
の
主
要
な
叙
述
史
料
の
著
者
四
名
の
う
ち
、
ビ
ザ
ン
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ツ
人
を
ギ
リ
シ
ア
人
、
ロ
ー
マ
人
を
西
欧
人
と
呼
ぶ
例
が
｛
名
、
ビ
ザ
ン
ツ
人
に
ロ
ー
マ
人
と
ギ
リ
シ
ア
人
の
呼
称
を
併
用
す
る
例
が
二
名
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

あ
り
、
残
り
の
一
名
は
ロ
ー
マ
人
の
呼
称
の
み
を
用
い
る
。
こ
れ
ら
の
例
は
、
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
と
ロ
ー
マ
人
意
識
の
両
立
可
能
性
を
傍
証
す
る
と

と
も
に
、
当
時
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
の
様
態
に
存
す
る
偏
差
の
大
き
さ
を
示
す
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
現
状
で
は
い
か
な
る
先
行
研
究
も
、
十
五
世

紀
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
を
め
ぐ
る
こ
の
複
雑
な
状
況
を
総
合
的
に
理
解
す
る
た
め
の
枠
組
み
は
提
供
し
え
て
い
な
い
。

　
さ
ら
に
指
摘
す
べ
き
は
、
上
に
あ
げ
た
事
例
に
は
教
会
合
同
に
反
対
し
た
知
識
人
が
欠
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
教
会
合
同
に
積
極
的
に
賛

成
し
た
著
名
な
知
識
人
は
ほ
ぼ
全
て
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
陥
落
と
前
後
し
て
イ
タ
リ
ア
本
土
、
あ
る
い
は
イ
タ
リ
ア
諸
国
家
の
海
外
領

土
へ
亡
命
し
た
た
め
に
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
治
下
に
お
け
る
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
の
把
握
に
は
合
同
反
対
派
の
知
識
人
を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

彼
ら
の
反
合
同
の
姿
勢
が
従
来
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
と
絡
め
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
殆
ど
な
か
っ
た
の
は
、
彼
ら
が
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
硬
直
化
し
た
キ

リ
ス
ト
教
ロ
ー
マ
帝
国
理
念
を
体
現
し
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
時
代
の
終
末
論
的
色
彩
を
帯
び
た
ロ
ー
マ
人
口
正
教
徒
意
識
の
淵
源
で
あ
る
と
捉
え

る
前
提
が
あ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
か
つ
て
の
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
版
図
が
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
完
全
に
包
摂
さ
れ
て
い
ぐ
こ
の
時
期

に
お
け
る
ギ
リ
シ
ア
系
正
教
徒
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
様
態
を
総
合
的
に
杷
遷
す
る
上
で
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
支
配
下
に
留
ま
っ
た
知
識
人

の
重
要
性
は
明
白
で
あ
る
。
ま
た
特
に
ゲ
ナ
デ
ィ
オ
ス
ニ
世
の
事
例
で
は
、
曲
節
で
ふ
れ
る
よ
う
に
、
正
教
徒
と
し
て
の
宮
詣
が
ロ
ー
マ
帝
国

理
念
と
必
ず
し
も
　
体
で
は
な
く
、
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
と
も
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
も
、
こ
の
人
物
の
検
討
を
興
味
深
い
も
の
に
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
意
味
に
お
い
て
、
反
教
会
合
同
の
領
袖
で
あ
り
、
か
つ
オ
ス
マ
ン
帝
国
下
で
も
活
躍
を
見
せ
た
ゲ
ナ
デ
ィ
オ
ス
ニ
世
が
自
ら
の
帰

属
す
る
ギ
リ
シ
ア
舟
倉
教
徒
と
い
う
集
団
を
ど
の
よ
う
な
も
の
と
捉
え
、
当
時
の
世
界
の
中
に
位
置
づ
け
た
の
か
、
と
い
う
問
題
を
彼
の
ヘ
レ

ニ
ズ
ム
の
観
点
か
ら
分
析
す
る
意
義
が
存
在
す
る
。
次
節
で
は
彼
の
経
歴
を
述
べ
た
後
に
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
を
検
討
す
る
際
の
研
究
史
上
の
問
題
点

を
探
り
た
い
。
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（　

o）

@
ゲ
オ
ル
豊
田
ス
・
ゲ
ナ
デ
ィ
オ
ス
・
ス
ホ
ラ
リ
オ
ス
　
　
研
究
史
と
問
題
の
所
在
一
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本
節
で
は
、
ゲ
ナ
デ
ィ
オ
ス
一
世
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
に
関
す
る
研
究
に
お
け
る
問
題
点
を
明
ら
か
に
す
る
が
、
そ
の
前
に
彼
の
経
歴
を
概
観
し

　
　
　
⑧

て
お
こ
う
。

　
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
陥
落
後
に
初
の
総
主
教
と
な
る
こ
の
人
物
は
、
一
四
〇
〇
年
前
後
に
ゲ
オ
ル
ギ
オ
ス
・
ス
ホ
ラ
リ
オ
ス
と
い
う

名
で
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
生
ま
れ
た
。
当
代
名
声
の
あ
っ
た
学
者
の
も
と
で
学
び
、
加
え
て
ラ
テ
ン
語
も
習
得
し
て
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ

ヌ
ス
や
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
な
ど
の
ラ
テ
ン
神
学
者
に
も
傾
倒
し
た
。
こ
れ
は
後
に
ラ
テ
ン
神
学
者
の
著
作
の
翻
訳
や
注
釈
に
結
実
す
る
。

　
彼
は
、
一
四
三
〇
年
頃
か
ら
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
で
私
学
校
を
開
き
、
文
法
、
修
辞
学
、
論
理
学
、
哲
学
、
ラ
テ
ン
語
を
教
え
た
と

い
う
。
並
行
し
て
帝
都
の
判
事
職
な
ど
も
務
め
、
一
四
三
八
一
九
年
の
フ
ェ
ラ
ー
ラ
・
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
教
会
会
議
に
は
皇
帝
ヨ
ア
ニ
ス
八
三
の

助
言
者
と
し
て
同
行
し
て
、
教
会
合
同
を
擁
護
す
る
演
説
を
残
し
て
い
る
。
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
帰
還
後
、
公
会
議
の
進
行
に
対
す

る
不
満
や
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
で
の
教
会
合
同
に
対
す
る
反
発
が
要
因
と
な
り
次
第
に
合
同
反
対
に
傾
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
し
て
、

一
四
四
五
年
に
ヨ
ア
ニ
ス
近
世
の
黙
許
を
も
っ
て
、
当
時
急
死
し
た
反
教
会
合
同
の
主
唱
者
た
る
マ
ル
コ
ス
・
エ
ヴ
ゲ
ニ
コ
ス
の
後
継
と
し
て
、

教
会
合
同
反
対
の
意
思
を
鮮
明
に
し
た
と
い
う
。
以
後
彼
は
教
会
行
動
反
対
派
を
結
集
し
て
「
シ
ナ
ク
シ
ス
」
と
い
う
組
織
に
ま
と
め
上
げ
て

合
同
派
の
総
主
教
座
を
圧
迫
す
る
と
と
も
に
そ
の
領
袖
と
し
て
論
陣
を
張
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ヨ
ア
ニ
ス
八
世
の
死
去
（
～
四
四
八
年
）
を
受

け
て
公
の
役
職
か
ら
完
全
に
退
き
、
一
四
五
〇
年
ご
ろ
に
修
道
士
と
な
り
ゲ
ナ
デ
ィ
オ
ス
を
名
乗
っ
た
。
こ
の
頃
か
ら
一
四
五
二
年
に
キ
エ
フ

府
主
教
イ
シ
ド
ロ
ス
が
教
会
合
同
成
立
の
た
め
に
帝
都
に
到
着
す
る
ま
で
の
間
、
彼
は
帝
国
政
府
と
対
立
し
つ
つ
も
、
当
時
空
位
と
な
っ
て
い

た
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
総
主
教
の
事
実
上
の
代
理
者
と
な
っ
て
い
た
。

　
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
陥
落
の
際
に
捕
虜
と
な
り
エ
デ
ィ
ル
ネ
（
ア
ド
リ
ア
ノ
ー
ブ
ル
）
へ
と
連
行
さ
れ
る
が
、
メ
フ
メ
ト
二
世
に
仕
え

て
い
た
ギ
リ
シ
ア
人
宮
僚
や
有
力
商
人
の
力
添
え
も
あ
っ
て
間
も
な
く
解
放
さ
れ
る
。
翌
年
初
に
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
総
主
教
ゲ
ナ
デ
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イ
オ
ス
ニ
世
と
し
て
即
位
し
、
メ
フ
メ
ト
ニ
世
に
対
し
て
正
教
信
仰
を
説
明
し
た
。
し
か
し
在
位
は
長
続
き
せ
ず
に
一
四
五
六
年
初
に
は
退
位

し
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
の
ヨ
ア
ニ
ス
・
プ
ロ
ド
ロ
モ
ス
修
道
院
に
隠
棲
す
る
。
そ
の
後
も
オ
ス
マ
ン
治
下
の
正
教
徒
の
知
的
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

し
、
一
四
六
〇
年
代
に
は
総
主
教
座
の
混
乱
収
拾
の
た
め
に
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
呼
び
出
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の
後
は
再
び

修
道
院
に
戻
り
、
没
年
は
一
四
七
二
年
以
降
と
推
定
さ
れ
る
。

　
ゲ
ナ
デ
ィ
オ
ス
ニ
世
に
対
し
て
は
、
近
世
以
降
カ
ト
リ
ッ
ク
側
か
ら
は
一
時
期
教
会
合
同
に
賛
成
し
た
経
緯
か
ら
そ
の
著
作
に
関
心
が
寄
せ

ら
れ
、
一
方
正
教
世
界
は
彼
を
正
教
信
仰
を
守
り
抜
い
て
総
主
教
座
を
復
興
し
、
新
時
代
を
画
し
た
人
物
と
し
て
半
ば
神
話
化
さ
れ
た
形
で
理

解
し
て
き
た
。
歴
史
学
・
神
学
・
哲
学
の
分
野
に
お
け
る
本
格
的
な
研
究
に
つ
い
て
は
、
一
九
二
〇
年
代
以
降
彼
の
著
作
が
全
八
巻
の
『
ゲ
ナ

デ
ィ
オ
ス
・
ス
ホ
ラ
リ
オ
ス
著
作
全
集
㎞
と
し
て
順
次
刊
行
さ
れ
た
こ
と
が
契
機
と
な
っ
た
。
以
下
で
本
稿
に
関
わ
り
の
あ
る
、
ゲ
ナ
デ
ィ
オ

ス
ニ
世
の
オ
ス
マ
ン
支
配
に
対
す
る
時
代
認
識
と
、
彼
の
集
団
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
関
す
る
先
行
研
究
を
整
理
す
る
。

　
ゲ
ナ
デ
ィ
オ
ス
ニ
世
の
同
時
代
認
識
つ
い
て
は
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
陥
落
を
神
の
懲
罰
と
と
ら
え
て
痛
悔
の
必
要
性
を
主
張
し

た
点
が
看
取
さ
れ
る
。
タ
ー
ナ
ー
に
よ
る
と
、
そ
こ
に
は
正
教
を
奉
じ
る
「
最
後
の
帝
国
」
の
崩
壊
に
よ
っ
て
世
界
の
終
末
を
予
感
す
る
厭
世

的
な
側
面
と
、
新
し
い
歴
史
的
段
階
に
相
応
し
い
痛
悔
に
よ
る
信
仰
の
純
化
を
構
想
す
る
こ
と
で
未
来
へ
の
希
望
を
維
持
す
る
と
い
う
側
面
が

　
　
　
　
　
⑩

あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
歴
史
的
認
識
を
背
景
と
し
た
彼
の
集
団
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
と
の
関
連
に
関
し
て
は
、
ま
ず
彼
の
著

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

作
に
お
い
て
「
ギ
リ
シ
ア
人
（
エ
リ
ネ
ス
）
」
が
同
時
代
の
ビ
ザ
ン
ツ
人
を
指
す
例
が
ヴ
リ
オ
ニ
ス
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
ア
ン
ゲ

ル
や
リ
ヴ
ァ
ノ
ス
に
よ
れ
ば
、
彼
が
ビ
ザ
ン
ツ
人
を
ギ
リ
シ
ア
人
と
呼
ぶ
と
き
そ
こ
に
含
意
さ
れ
る
の
は
古
代
以
来
の
文
化
的
優
越
性
の
み
な

ら
ず
正
教
信
仰
の
担
い
手
と
し
て
の
衿
持
で
も
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
宗
教
的
文
脈
で
は
ギ
リ
シ
ア
人
の
自
称
を
控
え
て
お
り
、
そ
の
ギ
リ
シ
ア

概
念
は
堅
固
な
排
他
性
を
有
す
る
集
団
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
は
な
く
、
そ
の
場
の
状
況
に
応
じ
た
修
辞
的
・
言
説
的
柔
軟
さ
を
持
っ
て
い
る
と
い

⑫う
。
一
方
ビ
ザ
ン
ツ
人
を
指
し
て
ロ
ー
マ
人
と
呼
ぶ
ケ
ー
ス
は
、
皇
帝
を
「
ロ
ー
マ
人
の
皇
帝
」
と
称
す
る
例
の
よ
う
に
伝
統
的
な
称
号
に
付

随
す
る
場
合
に
限
ら
れ
る
と
す
る
。
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以
上
の
諸
見
解
か
ら
、
ゲ
ナ
デ
ィ
オ
ス
一
一
世
は
「
最
後
の
キ
リ
ス
ト
教
帝
国
」
の
民
と
し
て
ビ
ザ
ン
ツ
人
こ
そ
が
世
界
の
終
末
ま
で
神
と
の

特
権
的
な
関
係
を
享
受
す
る
と
い
う
救
済
論
的
歴
史
観
を
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
滅
亡
と
い
う
現
実
に
適
合
す
る
よ
う
に
修
正
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

加
え
て
ロ
ー
マ
人
と
し
て
の
誇
り
の
代
わ
り
に
ギ
リ
シ
ア
人
と
し
て
の
宗
教
的
・
文
化
的
優
越
性
に
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
重
心
を
置

い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
以
上
の
両
者
の
共
存
を
彼
の
特
色
と
し
て
抽
出
し
て
提
示
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
上
記
の
先
行
研
究
に

お
い
て
は
、
ゲ
ナ
デ
ィ
オ
ス
ニ
世
の
数
多
く
の
著
作
か
ら
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
の
反
映
と
捉
え
ら
れ
た
表
現
の
み
を
抽
出
し
て
彼
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
の
全

般
的
特
徴
が
素
描
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
彼
の
著
作
に
お
け
る
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
言
説
と
、
そ
れ
が
課
せ
ら
れ
た
具
体
的
な
時

代
状
況
お
よ
び
ロ
ー
マ
帝
国
理
念
、
正
教
徒
意
識
、
キ
リ
ス
ト
教
的
歴
史
観
と
い
っ
た
諸
観
念
と
の
関
連
性
は
十
分
野
明
ら
か
に
は
な
っ
て
い

な
い
。
そ
し
て
こ
れ
に
起
因
し
て
、
先
述
の
先
行
研
究
が
指
摘
す
る
よ
う
に
彼
の
ギ
リ
シ
ア
概
念
が
文
脈
に
よ
っ
て
そ
れ
が
指
示
す
る
意
味
内

容
を
変
化
さ
せ
る
柔
軟
性
を
持
つ
こ
と
は
首
肯
し
え
た
と
し
て
も
、
現
状
で
は
そ
の
背
後
に
あ
る
政
治
・
社
会
的
、
あ
る
い
は
思
想
的
コ
ン
テ

ク
ス
ト
は
判
然
と
し
な
い
。
結
果
と
し
て
、
テ
ク
ス
ト
上
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
言
説
群
を
検
討
す
る
際
に
、
彼
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
中
核
と
な

る
部
分
と
文
脈
に
応
じ
て
変
化
す
る
部
分
が
ど
の
よ
う
に
区
別
で
き
る
の
か
、
そ
し
て
後
者
の
修
辞
的
偏
差
が
い
か
な
る
状
況
の
必
然
性
、
お

よ
び
彼
自
身
の
個
性
や
戦
略
性
に
基
づ
い
て
成
立
し
て
い
た
の
か
が
解
明
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
陥
落
以
降
で
ゲ
ナ
デ
ィ
オ
ス
ニ
世
の
行
動
が
比
較
的
把
握
し
や
す
い
総
主
教
在
位
期
間

（一

l
五
四
－
六
）
に
焦
点
を
し
ぼ
り
、
具
体
的
な
状
況
に
密
接
に
関
連
し
た
テ
ク
ス
ト
に
現
れ
た
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
を
、
キ
リ
ス
ト
教
的
歴
史
観

な
ど
と
の
連
関
の
も
と
に
検
討
す
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
ら
の
具
体
的
な
状
況
と
は
す
な
わ
ち
、
①
オ
ス
マ
ン
帝
国
政
府
と
正
教
徒
と
の
間
の
地

位
関
係
の
確
定
、
お
よ
び
②
新
し
い
支
配
体
制
へ
の
移
行
を
最
終
的
に
画
し
た
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
陥
落
の
原
因
お
よ
び
歴
史
的
意
義

の
正
教
信
徒
へ
の
開
示
、
と
い
う
課
題
と
し
て
現
れ
て
い
た
。
こ
の
二
つ
の
課
題
に
直
毒
し
た
際
、
ゲ
ナ
デ
イ
オ
ス
ニ
世
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ス
ル

タ
ン
・
メ
フ
メ
ト
双
書
と
正
教
信
徒
を
受
け
手
と
し
て
想
定
し
た
い
く
つ
か
の
テ
ク
ス
ト
を
編
む
こ
と
に
な
る
。
前
者
に
対
し
て
は
『
救
済
の

た
め
の
唯
一
の
道
励
、
後
者
に
対
し
て
は
『
黒
眼
礼
の
後
の
民
へ
の
祈
り
』
お
よ
び
『
帝
都
陥
落
に
つ
い
て
の
書
簡
㎏
で
あ
る
。
具
体
的
コ
ン
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テ
ク
ス
ト
に
密
接
に
織
り
込
ま
れ
た
こ
れ
ら
の
テ
ク
ス
ト
を
分
析
対
象
と
し
て
用
い
る
こ
と
で
、
そ
こ
に
現
れ
る
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
に
関
わ
る
諸
言

説
が
互
い
に
有
す
る
関
係
性
が
よ
り
明
ら
か
と
な
る
。
ま
た
そ
れ
ら
を
テ
ク
ス
ト
中
で
表
明
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
的
歴
史
観
と
の
関
連
に
お
い

て
考
察
す
る
こ
と
で
、
ゲ
ナ
デ
ィ
オ
ス
ニ
世
の
歴
史
観
に
お
け
る
ギ
リ
シ
ア
系
正
教
徒
の
地
位
と
意
義
が
よ
り
明
確
に
把
握
さ
れ
、
彼
の
集
団

的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
捉
え
方
に
つ
い
て
よ
り
精
密
な
理
解
が
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
次
章
以
降
で
は
、
上
述
の
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
の
言
説
の
検
討
に
よ
り
、
ゲ
ナ
デ
ィ
オ
ス
ニ
世
が
旧
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
民
に
適
用

す
る
集
団
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
め
ぐ
っ
て
と
っ
た
修
辞
的
戦
略
と
効
果
を
検
証
し
て
十
五
世
紀
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
・
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
に
お
け
る
彼
の
独

自
性
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
彼
の
事
例
を
通
し
て
オ
ス
マ
ン
帝
国
支
配
下
で
の
旧
ビ
ザ
ン
ツ
知
識
人
に
お
け
る
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
の

展
開
と
集
団
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
変
容
の
過
程
を
跡
付
け
る
試
み
の
第
一
歩
と
し
た
い
。

①
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第
二
章
　
メ
フ
メ
ト
ニ
世
と
の
宗
教
対
話
に
お
け
る
ヘ
レ
ニ
ズ
ム

　
一
四
五
四
年
、
メ
フ
メ
ト
ニ
世
と
ゲ
ナ
デ
ィ
オ
ス
ニ
世
と
の
間
で
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
を
め
ぐ
る
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。
そ
れ
を
元
に
、
ゲ

ナ
デ
ィ
オ
ス
累
世
は
、
メ
フ
メ
ト
時
世
に
対
し
て
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
を
説
明
す
る
『
救
済
の
た
め
の
唯
一
の
道
』
を
著
す
。
本
章
で
は
こ
の

著
作
を
分
析
し
て
い
く
。
ま
ず
そ
の
背
景
と
し
て
、
当
時
の
総
主
教
座
と
オ
ス
マ
ン
政
府
お
よ
び
ゲ
ナ
デ
ィ
オ
ス
ニ
世
と
メ
フ
メ
ト
骨
筆
と
の

関
係
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

（一

j
　
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
陥
落
直
後
の
オ
ス
マ
ン
帝
国
政
府
と
総
主
教
座

　
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
征
服
後
、
総
主
教
座
を
オ
ス
マ
ン
帝
国
支
配
下
に
お
い
て
も
温
存
し
、
正
教
徒
を
統
治
す
る
た
め
の
機
関
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

て
利
用
す
る
と
い
う
計
画
は
オ
ス
マ
ン
政
府
主
導
で
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
当
時
捕
虜
と
な
っ
て
い
た
ゲ
ナ
デ
イ
オ
ス
を
総
主
教
に
登
位
さ
せ
る

こ
と
に
関
し
て
も
、
メ
フ
メ
ト
ニ
世
の
意
向
が
強
く
働
い
て
い
た
と
さ
れ
る
。
オ
ス
マ
ン
帝
国
支
配
下
に
お
い
て
北
エ
ー
ゲ
海
の
イ
ン
プ
ロ
ス

島
の
長
官
と
な
り
、
メ
フ
メ
ト
ニ
世
に
歴
史
書
を
献
呈
し
た
歴
史
家
ク
リ
ト
ヴ
ロ
ス
は
「
［
メ
フ
メ
ト
は
］
こ
の
者
の
知
識
と
思
慮
と
美
徳
に
つ

い
て
の
下
下
を
か
ね
て
か
ら
多
く
耳
に
し
て
い
た
の
で
、
陥
落
後
す
ぐ
に
こ
の
者
を
求
め
、
彼
に
会
い
そ
の
知
識
を
耳
に
す
る
こ
と
を
望
ん

②だ
」
と
述
べ
、
ゲ
ナ
デ
ィ
オ
ス
の
学
識
に
よ
る
高
名
を
強
調
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
総
主
教
候
補
者
と
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
ゲ
ナ
デ
ィ
オ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ス
自
ら
が
オ
ス
マ
ン
政
府
に
近
い
ギ
リ
シ
ア
系
有
力
者
の
関
与
を
に
お
わ
す
記
述
を
残
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
彼
の
総
主
教
登
位
に
は
オ
ス
マ

ン
政
府
で
活
動
し
て
い
た
ギ
リ
シ
ア
系
官
僚
の
関
与
も
濃
厚
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
ゲ
ナ
デ
ィ
オ
ス
は
一
四
五
三
年
の
秋
か
ら
実
質
的
に
総
主
教
座
の
長
と
し
て
活
動
し
て
い
た
と
も
い
わ
れ
る
。
た
だ
実
際
の
総
主
教
へ
の
登

位
は
、
高
位
聖
職
者
の
合
議
体
で
あ
り
総
主
教
選
出
機
関
で
あ
る
聖
シ
ノ
ド
の
再
建
の
事
情
も
絡
ん
で
翌
年
に
持
ち
越
さ
れ
、
一
四
五
四
年
一
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月
六
B
に
総
主
教
に
選
出
さ
れ
た
。
総
主
教
ゲ
ナ
デ
イ
オ
ス
ニ
世
を
通
し
て
総
主
教
座
に
与
え
ら
れ
た
権
限
に
つ
い
て
、
ク
リ
ト
ヴ
ロ
ス
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

「
教
会
が
か
つ
て
皇
帝
た
ち
か
ら
得
て
い
た
の
と
同
等
の
権
力
と
権
威
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
権
限
の
具
体
的
内
容
に
関
し
て
は
、
オ
ス
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ン
朝
ス
ル
タ
ン
か
ら
総
主
教
や
主
教
ら
に
対
し
て
発
給
さ
れ
た
特
許
状
（
ベ
ラ
ー
ト
）
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
特
許
状
の
う
ち
、
特
に
総

主
教
宛
て
の
も
の
の
内
容
は
、
お
お
む
ね
総
主
教
の
地
位
の
正
当
性
と
義
務
を
確
認
し
、
教
会
財
産
を
保
障
す
る
と
と
も
に
結
婚
・
相
続
に
関

す
る
自
治
権
お
よ
び
免
税
特
権
を
授
与
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
総
主
教
宛
の
特
許
状
の
う
ち
現
存
す
る
最
古
の
も
の
は
一
四
八
三
年
に
バ
ヤ
ズ
ィ
ト
ニ
世
か
ら
総
主
教
シ
メ
オ
ン
…
世
に
発
給
さ
れ
た
も
の

　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

で
あ
る
。
…
方
、
ゲ
ナ
デ
イ
オ
ス
ニ
世
に
発
給
さ
れ
た
も
の
は
現
存
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
存
否
に
つ
い
て
も
議
論
が
分
か
れ
て
い
る
。
た
だ
し

一
四
六
〇
～
七
〇
年
代
に
オ
ス
マ
ン
政
府
へ
の
上
納
金
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
以
外
に
、
メ
フ
メ
ト
ニ
世
の
治
世
に
お
い
て
オ
ス
マ
ン
政
府
と
総

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

主
教
座
と
の
関
係
の
変
化
を
示
唆
す
る
史
料
は
存
在
し
な
い
。
従
っ
て
、
一
四
五
四
年
に
ゲ
ナ
デ
ィ
オ
ス
厳
重
に
付
与
さ
れ
た
特
権
の
内
容
は
、

一
四
八
三
年
の
特
許
状
に
記
さ
れ
た
も
の
と
大
き
く
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
総
主
教
座
に
認
め
ら
れ
た
正
教
徒
管
轄
の
地
理
的
範
囲
に
つ
い
て
は
、
一
四
八
三
年
の
特
許
状
で
主
教
廃
立
の
権
限
が
与
え
ら
れ
て

い
る
諸
都
市
と
し
て
小
ア
ジ
ア
や
ギ
リ
シ
ア
を
中
心
に
ブ
ル
ガ
リ
ア
や
ク
リ
ミ
ア
半
島
の
都
市
が
挙
げ
ら
れ
、
ワ
ラ
キ
ア
、
モ
ル
ダ
ヴ
ィ
ア
へ

の
書
及
も
み
ら
れ
る
。
従
っ
て
上
述
の
ク
リ
ト
ヴ
ロ
ス
の
記
述
と
あ
わ
せ
て
ゲ
ナ
デ
ィ
オ
ス
ニ
世
心
位
の
時
点
で
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

総
主
教
座
の
当
時
の
管
轄
域
に
お
け
る
主
教
廃
立
権
が
オ
ス
マ
ン
政
府
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
可
能
性
が
強
い
。

　
以
上
か
ら
メ
フ
メ
ト
ニ
世
が
ゲ
ナ
デ
ィ
オ
ス
ニ
世
に
帝
国
領
内
の
正
教
徒
の
統
轄
を
任
せ
る
た
め
に
数
々
の
特
権
を
与
え
た
こ
と
は
確
か
で

あ
ろ
う
。
た
だ
し
こ
の
時
期
に
お
い
て
、
そ
の
関
係
性
が
オ
ス
マ
ン
政
府
と
総
主
教
座
と
の
間
の
制
度
と
し
て
確
立
し
て
い
た
と
即
断
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
仮
に
特
許
状
の
付
与
と
い
う
裏
付
け
が
存
在
し
て
い
た
と
し
て
も
、
総
主
教
座
オ
ス
マ
ン
政
府
と
の
問
に
新
し
い
関
係
性
が

生
じ
た
こ
の
時
期
に
お
い
て
、
特
に
ゲ
ナ
デ
ィ
オ
ス
ニ
世
に
と
っ
て
そ
の
関
係
を
慣
例
と
し
て
安
定
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
背
景
こ
そ
が
、
ゲ
ナ
デ
ィ
オ
ス
ニ
世
が
自
集
団
で
あ
る
正
教
徒
、
特
に
ギ
リ
シ
ア
系
正
教
徒
が
占
め
る
歴
史
的
位
置
を
肯
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定
的
な
形
で
メ
フ
メ
ト
ニ
世
に
対
し
て
明
ら
か
に
す
る
必
要
性
に
つ
な
が
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
、
ゲ
ナ
デ
ィ
オ
ス
革
製
と
メ
フ
メ
ト
ニ
世
と
の
間
の
宗
教
的
議
論
が
行
わ
れ
る
こ
と
な
っ
た
。
具
体
的
に
は

ゲ
ナ
デ
ィ
オ
ス
ニ
世
の
も
と
に
メ
フ
メ
ト
ニ
世
が
多
く
の
ム
ス
リ
ム
知
識
人
を
伴
っ
て
訪
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
に
関
す
る
議
論
を
行
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

と
い
う
記
事
が
ク
リ
ト
ヴ
ロ
ス
に
み
え
る
。
メ
フ
メ
ト
ニ
世
は
後
年
に
も
総
主
教
マ
ク
シ
モ
ス
三
世
に
対
し
て
ニ
ケ
ア
・
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ

ノ
ー
プ
ル
信
経
を
釈
義
し
た
著
作
を
依
頼
し
て
い
る
の
で
、
当
時
の
オ
ス
マ
ン
政
府
に
も
多
数
存
在
し
た
キ
リ
ス
ト
教
徒
へ
の
関
心
か
ら
こ
の

よ
う
な
対
話
を
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
メ
フ
メ
ト
ニ
世
と
ゲ
ナ
デ
ィ
オ
ス
ニ
世
と
の
「
対
話
」
の
実
際
の
内
容
は
、
ゲ
ナ
デ
ィ
オ
ス
思
上
が
正
教
の
教
義
を
説
明
し
た
と
い
う
以
上

の
こ
と
は
分
か
っ
て
い
な
い
。
た
だ
し
二
回
目
の
対
話
の
際
に
キ
リ
ス
ト
教
義
の
文
書
化
を
要
求
さ
れ
た
結
果
、
ゲ
ナ
デ
イ
オ
ス
ニ
世
に
よ
る

『
救
済
の
た
め
の
唯
一
の
道
』
と
い
う
著
作
が
現
存
し
て
い
る
。
こ
の
著
作
は
お
そ
ら
く
は
直
ち
に
「
ア
ラ
ビ
ア
語
［
1
ー
ト
ル
コ
語
］
に
訳
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

れ
て
、
求
め
る
者
た
ち
に
与
え
ら
れ
」
、
そ
の
結
果
も
う
一
躍
対
話
の
場
が
設
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
そ
の
後
に
彼
が
メ
フ
メ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

二
世
の
懇
請
に
よ
り
著
し
た
『
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
綱
領
』
に
お
け
る
「
［
キ
リ
ス
ト
教
に
］
通
じ
て
い
な
い
者
た
ち
に
も
明
瞭
か
つ
受
け
入
れ
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

す
く
な
る
よ
う
に
、
［
本
著
作
は
］
簡
略
化
さ
れ
た
」
と
の
記
述
に
鑑
み
る
と
、
メ
フ
メ
ト
ニ
世
や
ム
ス
リ
ム
知
識
人
た
ち
が
前
者
の
著
作
を
、

ト
ル
コ
語
訳
を
通
じ
て
ど
れ
だ
け
正
確
に
理
解
で
き
た
の
か
に
つ
い
て
は
疑
い
が
存
す
る
。
し
か
し
、
彼
ら
が
こ
の
著
作
を
読
む
こ
と
を
想
定

し
て
ゲ
ナ
デ
イ
オ
ス
ニ
世
は
著
作
に
勤
し
み
、
ま
た
そ
れ
が
実
際
に
読
ま
れ
た
こ
と
は
確
実
と
い
え
よ
う
。

　
そ
の
内
容
の
中
心
は
三
位
｝
体
や
キ
リ
ス
ト
の
驚
異
と
復
活
お
よ
び
人
性
と
神
性
の
関
係
と
い
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
の
解
説
で
あ
る
。

こ
の
解
説
が
、
世
界
の
創
造
か
ら
自
然
の
法
の
時
代
、
そ
の
堕
落
形
態
と
し
て
の
多
神
教
、
モ
ー
セ
の
法
（
ユ
ダ
ヤ
教
）
の
時
代
、
キ
リ
ス
ト

の
法
の
時
代
を
経
て
世
界
の
究
極
目
的
た
る
救
済
に
至
る
と
い
う
キ
リ
ス
ト
教
的
歴
史
観
に
則
っ
た
世
界
の
歴
史
的
叙
述
の
中
に
適
宜
織
り
込

ま
れ
て
叙
述
が
展
開
し
て
い
く
。
こ
の
テ
ク
ス
ト
に
は
、
当
時
の
ム
ス
リ
ム
や
正
教
徒
、
あ
る
い
は
同
時
代
状
況
に
対
す
る
直
接
的
な
言
及
は

全
く
見
ら
れ
な
い
が
、
次
節
で
示
す
よ
う
に
こ
の
著
作
中
に
現
れ
る
「
ギ
リ
シ
ア
」
へ
の
言
及
は
、
キ
リ
ス
ト
教
に
基
づ
い
た
歴
史
観
と
の
興
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味
深
い
関
係
を
示
す
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
そ
の
関
係
学
は
、
こ
の
著
作
に
お
い
て
潜
在
的
に
「
我
々
」
と
想
定
さ
れ
て
い
る
ギ
リ
シ
ア
系
正

教
徒
の
立
場
を
仲
立
ち
と
し
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
慰
主
に
相
対
す
る
形
で
ゲ
ナ
デ
ィ
オ
ス
煮
豆
が
表
明
し
た
自
ら
の
属
す
る
集
団
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
の
あ
り
よ
う
を
明
ら
か
に
す
る
の
で
あ
る
。
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（
二
）

『
救
済
の
た
め
の
唯
［
の
働
輪
に
現
れ
る
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
言
説
の
分
栃

ー
ギ
リ
シ
ア
系
正
教
徒
を
救
済
史
の
中
に
位
置
づ
け
る

　
『
救
済
の
た
め
の
唯
一
の
道
』
に
お
い
て
ゲ
ナ
デ
イ
オ
ス
ニ
世
の
集
団
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
の
関
連
を
探
る
際
に
ま
ず
注

穏
す
べ
き
な
の
は
、
以
下
の
「
賢
明
な
人
々
に
よ
る
キ
リ
ス
ト
教
の
予
見
」
の
言
説
で
あ
ろ
う
。

従
っ
て
ユ
ダ
ヤ
人
よ
り
も
理
性
を
持
っ
た
人
々
は
、
出
来
事
か
ら
予
言
さ
れ
た
者
が
来
る
こ
と
を
よ
く
予
測
し
て
彼
が
来
る
こ
と
を
信
じ
た
の
だ
。
（
中
略
）

そ
れ
ゆ
え
に
ギ
リ
シ
ア
人
の
う
ち
賢
明
な
者
た
ち
は
、
当
時
、
す
な
わ
ち
神
が
降
誕
し
た
際
と
、
イ
エ
ス
に
加
え
て
選
ば
れ
た
彼
の
弟
子
に
よ
る
降
誕
に
関

す
る
教
え
を
聞
い
た
際
に
、
古
か
ら
唱
え
ら
れ
、
最
近
現
わ
れ
た
出
来
事
か
ら
推
測
し
て
そ
の
教
え
が
真
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
イ
エ
ス
の
立
法
と
教
え

が
神
的
で
い
と
も
高
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
、
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
ほ
ど
情
念
に
動
か
さ
れ
な
い
者
と
し
て
、
素
直
に
救
世
主
の
法
と
そ
の
与
え
手
へ
の

信
仰
に
加
わ
っ
た
。
こ
の
こ
と
も
イ
エ
ス
は
、
自
然
の
法
が
堕
落
し
き
り
、
モ
ー
セ
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
法
を
知
ら
な
い
地
上
の
異
教
徒
た
ち
の
ほ
う
が
、

多
く
の
習
慣
の
点
で
よ
り
気
高
く
、
そ
の
お
か
げ
で
モ
ー
セ
の
法
を
通
し
て
計
ら
い
を
理
解
し
て
い
た
ユ
ダ
ヤ
人
よ
り
も
は
る
か
に
容
易
に
使
徒
を
通
じ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

宣
教
を
受
け
入
れ
る
だ
ろ
う
と
予
言
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
「
賢
明
な
ギ
リ
シ
ア
人
」
た
ち
が
キ
リ
ス
ト
教
を
理
解
し
、
そ
の
教
え
に
加
わ
っ
た
こ
と
が
キ
リ
ス
ト
教
拡
大
の
歴
史
の
中
に
お
け
る
画
期

で
あ
っ
た
こ
と
が
こ
こ
か
ら
窺
え
る
。
さ
ら
に
イ
エ
ス
の
予
言
と
い
う
権
威
を
持
ち
出
す
こ
と
に
よ
り
、
「
異
教
徒
」
と
い
う
言
葉
に
お
い
て
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念
頭
に
置
か
れ
る
古
代
の
ギ
リ
シ
ア
人
が
キ
リ
ス
ト
教
的
歴
史
観
の
中
で
ユ
ダ
ヤ
人
に
匹
敵
す
る
地
位
を
有
し
て
い
た
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
る
。

　
神
の
法
の
交
代
に
よ
っ
て
世
界
の
完
成
へ
と
向
か
う
歴
史
観
に
お
い
て
は
、
モ
ー
セ
の
法
の
時
代
は
完
全
な
法
の
準
備
教
育
と
し
て
の
存
在

意
義
の
み
を
持
つ
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
時
代
に
お
い
て
は
「
人
間
は
、
以
前
の
よ
う
に
神
の
被
造
物
や
悪
霊
を
崇
拝
し
て
は
な
ら
ず
、
唯
一
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

正
し
い
神
を
崇
拝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
学
ぶ
だ
け
で
十
分
だ
っ
た
」
と
さ
れ
る
。
従
っ
て
そ
れ
は
、
法
の
交
代
史
の
展
開
に
お
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

不
可
欠
な
段
階
で
あ
る
と
同
時
に
、
モ
ー
セ
の
法
の
不
完
全
さ
と
神
に
対
す
る
物
質
的
な
崇
拝
へ
の
譲
歩
に
よ
っ
て
「
全
て
の
妨
害
に
打
ち
勝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

っ
て
全
世
界
に
広
が
る
よ
う
な
、
神
が
そ
の
後
直
接
与
え
よ
う
と
し
て
い
た
、
よ
り
完
全
な
法
に
ふ
さ
わ
し
い
力
を
持
つ
こ
と
も
な
か
っ
た
」

と
結
論
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
対
照
的
に
古
代
の
ギ
リ
シ
ア
人
た
ち
は
、
多
神
教
信
仰
と
い
う
点
で
は
誤
っ
て
い
た
が
、
理
性
に
お
い
て

ユ
ダ
ヤ
人
よ
り
も
優
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
の
原
型
が
既
に
存
在
し
た
と
主
張
さ
れ
る
。
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竃
位
一
体
の
教
義
に
関
し
て
は
、
そ
の
よ
う
な
一
性
を
少
し
も
損
な
わ
な
い
説
明
が
か
の
ギ
リ
シ
ア
入
か
ら
も
多
く
存
在
す
る
。
彼
ら
は
神
の
本
性
に
お
い

て
第
一
の
も
の
と
し
て
三
な
る
者
を
措
定
し
た
の
で
、
キ
リ
ス
ト
を
通
し
た
真
理
の
光
に
未
だ
照
ら
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
［
真
理
］
そ
の
ま
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

で
は
な
く
、
そ
の
真
正
さ
を
証
明
し
よ
う
と
し
て
も
失
敗
す
る
よ
う
な
、
彼
ら
に
は
あ
り
が
ち
で
あ
っ
た
よ
う
な
や
り
方
で
は
あ
っ
た
に
せ
よ
。

　
た
だ
し
、
哲
学
に
代
表
さ
れ
る
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
知
恵
の
優
越
性
は
そ
の
知
識
の
源
が
独
自
な
所
に
あ
る
点
に
存
す
る
と
主
張
さ
れ
る
こ
と

は
な
い
。
反
対
に
以
下
の
よ
う
に
ギ
リ
シ
ア
の
叡
智
は
実
は
モ
ー
セ
の
法
を
起
源
と
し
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
キ
リ
ス
ト
の
教
え
が
現
世
に
到
来

す
る
準
備
と
し
て
の
役
目
の
一
翼
を
担
っ
た
と
述
べ
ら
れ
る
。

も
し
ギ
リ
シ
ア
人
の
中
に
、
ピ
ユ
タ
ゴ
ラ
ス
や
プ
ラ
ト
ン
や
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
よ
う
に
ギ
リ
シ
ア
人
の
う
ち
で
秀
で
た
哲
学
者
た
ち
が
い
て
、
何
に
せ
よ

神
に
関
し
て
何
か
真
な
る
こ
と
を
考
え
、
部
分
的
に
正
し
く
生
き
た
人
が
い
た
と
し
て
も
、
多
く
の
彼
ら
に
つ
い
て
の
真
正
き
わ
ま
る
記
事
が
明
ら
か
に
す
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る
よ
う
に
、
彼
ら
も
ユ
ダ
ヤ
人
の
書
物
か
ら
利
益
を
得
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
彼
ら
は
偽
り
の
な
い
良
い
も
の
で
は
な
く
、
多
く
の
者
ど
も
に
よ
る
神
話

の
憶
見
や
父
祖
の
多
神
教
の
混
じ
っ
た
も
の
を
持
っ
て
い
た
。
従
っ
て
彼
ら
お
よ
び
、
彼
ら
の
教
え
か
ら
は
公
の
歪
な
る
利
益
に
寄
与
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い

教
説
が
立
ち
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
う
は
い
っ
て
も
、
ま
さ
に
こ
の
人
々
と
ギ
リ
シ
ア
で
彼
ら
に
追
随
し
た
少
数
の
人
々
に
よ
る
習
俗
と
教
え

の
あ
る
種
の
改
善
は
、
モ
ー
セ
の
法
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
。
モ
ー
セ
の
法
の
利
益
に
与
っ
た
人
が
少
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
人
間
本
性
の
全
体
が
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

善
を
受
け
取
り
、
そ
れ
を
通
し
て
よ
り
完
全
な
法
の
受
容
に
む
け
て
準
備
さ
れ
た
の
だ
。

　
以
上
の
古
代
ギ
リ
シ
ア
と
モ
ー
セ
の
法
を
め
ぐ
る
主
張
に
は
、
ゲ
ナ
デ
イ
オ
ス
座
主
の
モ
ー
セ
の
法
に
対
す
る
あ
た
か
も
互
い
に
矛
盾
す
る

よ
う
な
価
値
判
断
が
反
映
し
て
い
る
。
モ
ー
セ
の
法
は
キ
リ
ス
ト
の
法
の
こ
の
世
へ
の
到
来
と
と
も
に
そ
の
役
目
を
終
え
、
そ
れ
を
未
だ
に
信

奉
し
て
い
る
ユ
ダ
ヤ
人
は
誤
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ギ
リ
シ
ア
の
叡
智
を
担
っ
た
古
代
の
知
者
た
ち
は
、
異
教
を
信
仰
し
た

が
ゆ
え
に
、
真
理
を
完
全
に
は
把
握
で
き
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
モ
ー
セ
の
法
を
受
け
取
っ
た
ユ
ダ
ヤ
人
よ
り
も
理
性
に
お
い
て
優
れ
、

キ
リ
ス
ト
の
法
の
時
代
の
到
来
に
よ
り
寄
与
し
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
本
来
の
キ
リ
ス
ト
教
的
救
済
史
観
に
お
い
て
神
と
特
権
的
な
関
係
を

持
っ
た
民
と
は
本
来
は
か
つ
て
の
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
り
、
古
代
の
ギ
リ
シ
ア
人
で
は
な
か
っ
た
。
従
っ
て
ギ
リ
シ
ア
人
を
ユ
ダ
ヤ
人
と
同
等
の
地

位
に
押
し
上
げ
る
に
は
、
彼
ら
の
叡
智
が
ユ
ダ
ヤ
起
源
で
あ
る
と
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
ギ
リ
シ
ア
の
叡
智
の
モ
ー
セ
の
法
の
権
威
を
付
加
し
よ
う
と
す
る
ゲ
ナ
デ
ィ
オ
ス
ニ
世
の
試
み
は
、
同
時
に
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
偶

像
崇
拝
を
非
ギ
リ
シ
ア
起
源
の
も
の
と
す
る
こ
と
で
、
ギ
リ
シ
ア
文
化
の
中
に
お
い
て
多
神
教
が
哲
学
的
知
識
と
比
較
し
て
非
本
質
的
な
も
の

で
あ
る
と
み
な
す
戦
略
を
伴
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
偶
像
製
作
は
エ
ジ
プ
ト
や
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
や
他
の
ア
ジ
ア
の
種
族
の
う
ち
で
は
じ
ま
り
、
後
に
そ
れ
を
ギ
リ
シ
ア
に
も
た
ら
し
た
の
は
、
そ
の
地
か
ら

移
住
し
て
後
に
ア
ル
ゴ
ス
と
呼
ば
れ
た
ヨ
ア
ニ
オ
ン
を
建
設
し
た
ヨ
ア
ネ
ウ
ス
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
彼
ら
は
真
理
を
知
ら
な
い
た
め
に
救
済
の
道
か
ら
外
れ
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た
だ
け
で
な
く
、

　
　
　
⑳

の
で
あ
る
。

善
も
知
ら
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
あ
ら
ゆ
る
邪
悪
と
と
も
に
生
き
、
感
覚
的
な
快
楽
の
享
受
と
放
縦
な
生
活
と
を
自
ら
の
幸
福
と
し
た
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こ
の
よ
う
に
古
代
の
ギ
リ
シ
ア
の
異
教
的
要
素
を
非
本
質
化
し
、
専
ら
哲
学
的
知
識
を
そ
の
本
質
と
し
て
強
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
古
代

ギ
リ
シ
ア
と
い
う
時
代
を
歴
史
の
展
開
の
必
要
不
可
欠
な
　
段
階
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
さ
ら
に
、
次
章
で
述
べ
る
よ
う

に
ゲ
ナ
デ
イ
オ
ス
ニ
世
の
著
作
に
お
い
て
は
、
旧
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
著
た
る
ギ
リ
シ
ア
系
正
教
徒
が
古
代
ギ
リ
シ
ア
以
来
文
化
的
に
優
越
し
た
地

位
に
あ
っ
た
と
の
主
張
が
み
ら
れ
る
。
メ
フ
メ
ト
ニ
世
と
の
対
話
か
ら
生
ま
れ
た
『
救
済
の
た
め
の
唯
　
の
道
』
に
お
い
て
は
、
ゲ
ナ
デ
イ
オ

ス
ニ
世
は
決
し
て
当
時
の
ギ
リ
シ
ア
系
正
教
徒
を
「
ギ
リ
シ
ア
人
」
と
呼
ぶ
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
こ
の
主
張
を
踏
ま
え
れ
ば
、
古
代
ギ
リ
シ

ア
の
文
化
的
優
越
性
へ
の
言
及
は
、
そ
れ
を
当
時
の
ギ
リ
シ
ア
系
正
教
徒
に
ま
で
敷
還
す
る
意
図
の
も
と
行
わ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

従
っ
て
、
以
上
の
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
キ
リ
ス
ト
教
的
歴
史
観
へ
の
組
み
込
み
か
ら
、
か
つ
て
ユ
ダ
ヤ
人
が
神
と
有
し
て
い
た
関
係
性
の
も
と
に

辱
当
時
の
ギ
リ
シ
ア
系
正
教
徒
を
概
こ
う
と
す
る
動
機
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
お
い
て
二
級
市
民
的
な
地
位
に
甘
ん
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
正
教
徒
の
代
表
者
と
し
て
ゲ
ナ
デ
ィ
オ
ス
ニ
世
は
、
メ
フ
メ
ト

ニ
世
に
対
し
て
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
を
語
り
、
そ
の
際
に
ギ
リ
シ
ア
系
正
教
徒
が
救
済
に
向
か
う
歴
史
の
流
れ
の
中
で
い
か
な
る
地
位
を
占
め

る
の
か
を
間
接
的
に
提
示
し
た
と
い
え
る
。
そ
の
際
に
用
い
た
枠
組
み
は
、
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
消
滅
を
反
映
し
て
、
「
（
ユ
ダ
王
国
と
い
う
）
国

家
は
失
っ
た
も
の
の
、
神
と
は
特
別
な
関
係
で
結
ば
れ
て
い
る
民
」
と
い
う
ユ
ダ
ヤ
人
の
歴
史
的
運
命
を
旧
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
民
へ
と
応
用
し
た

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
が
モ
ー
セ
の
法
へ
の
ア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン
ト
な
評
価
と
、
そ
れ
を
担
っ
た
古
代
の
ユ
ダ
ヤ
人
へ
の
対
抗
意
識
に
繋
が

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
し
て
旧
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
民
を
「
選
ば
れ
た
民
」
の
位
置
に
据
え
る
た
め
の
道
具
立
て
は
、
既
に
滅
ん
だ
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
民
た
る
「
ロ
ー

マ
人
」
の
意
識
で
は
な
く
、
キ
リ
ス
ト
教
的
歴
史
観
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
文
化
的
栄
光
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
メ
フ
メ
ト
ニ
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世
と
の
宗
教
対
話
の
場
に
そ
れ
が
持
ち
出
さ
れ
た
背
景
と
し
て
は
、
総
主
教
座
に
お
け
る
ギ
リ
シ
ア
系
聖
職
者
の
優
勢
、
お
よ
び
メ
フ
メ
ト
ニ

世
の
ギ
リ
シ
ア
文
化
へ
の
興
味
が
想
定
で
き
る
。

　
前
者
の
総
主
教
座
の
ギ
リ
シ
ア
系
聖
職
者
の
優
勢
の
背
景
と
し
て
は
、
第
一
に
十
三
世
紀
以
降
の
セ
ル
ビ
ア
や
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
自
治
教
会
の

成
立
に
よ
っ
て
、
総
主
教
座
が
管
轄
す
る
信
徒
の
大
部
分
が
ギ
リ
シ
ア
系
住
民
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。
加
え
て
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
支
配

の
伸
長
に
よ
っ
て
両
地
域
の
大
部
分
は
十
四
世
紀
宋
か
ら
十
五
世
紀
後
半
に
か
け
て
総
主
教
座
の
従
属
下
に
入
る
よ
う
に
な
り
、
総
主
教
座
は

古
来
の
管
轄
域
を
ほ
ぼ
回
復
し
た
形
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
陥
落
後
の
総
主
教
座
の
再
建
は
ギ
リ
シ
ア
系
有
力
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
力
を
借
り
て
行
わ
れ
た
た
め
に
、
彼
ら
の
影
響
力
も
あ
っ
て
総
主
教
座
に
お
け
る
聖
職
者
も
ギ
リ
シ
ア
系
の
者
が
優
勢
と
な
っ
た
。

　
従
っ
て
当
時
の
総
主
教
座
は
オ
ス
マ
ン
帝
国
全
土
の
正
教
徒
を
理
念
上
統
轄
す
る
機
関
と
し
て
の
側
面
を
持
ち
な
が
ら
も
、
実
際
に
は
ギ
リ

シ
ア
系
聖
職
者
を
中
心
と
し
た
組
織
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
の
理
念
の
上
で
の
普
遍
的
側
面
と
実
際
の
ギ
リ
シ
ア
系
優
遇
傾
向
と
い
う

二
重
性
が
背
景
と
な
っ
て
、
ギ
リ
シ
ア
系
正
教
徒
を
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
文
化
的
精
華
に
よ
っ
て
特
権
化
し
よ
う
と
す
る
言
説
が
、
正
教
信
仰
並

び
に
正
教
徒
一
般
の
性
質
の
開
示
を
主
題
と
す
る
本
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
潜
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
メ
フ
メ
ト
ニ
世
の
ギ
リ
シ
ア
文
化
愛
好
の
程
度
に
つ
い
て
触
れ
た
い
。
当
時
の
オ
ス
マ
ン
宮
廷
で
は
、
ホ
メ
ロ
ス
や
ア
ッ
リ
ア
ノ
ス
、

プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
な
ど
の
ギ
リ
シ
ア
語
写
本
が
製
作
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
メ
フ
メ
ト
経
世
自
身
、
レ
ス
ボ
ス
島
遠
征
の
途
上
（
一
四
六
二
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

ト
ロ
イ
ア
に
立
ち
寄
っ
た
と
い
う
。
加
え
て
、
歴
史
書
を
メ
フ
メ
ト
ニ
世
に
献
塁
し
た
ク
リ
ト
ヴ
ロ
ス
、
メ
フ
メ
ト
ニ
世
を
称
え
る
ギ
リ
シ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

語
の
詩
を
残
し
た
オ
ス
マ
ン
政
府
高
官
ゲ
オ
ル
ギ
オ
ス
・
ア
ミ
ル
ヅ
イ
ス
の
例
も
存
在
す
る
。
た
だ
し
メ
フ
メ
ト
蓋
世
は
ギ
リ
シ
ア
語
を
解
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

た
と
は
い
え
、
そ
の
水
準
に
は
議
論
が
あ
り
、
ま
た
メ
フ
メ
ト
ニ
世
の
具
体
的
な
傾
倒
の
程
度
あ
る
い
は
そ
の
意
図
は
は
っ
き
り
と
は
し
て
い

な
い
。
し
か
し
、
宮
廷
に
お
け
る
ギ
リ
シ
ア
系
正
教
徒
の
存
在
と
相
ま
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
ギ
リ
シ
ア
文
化
愛
好
と
も
と
れ
る
風
潮
が
、
ゲ
ナ

デ
ィ
オ
ス
ニ
世
を
始
め
と
す
る
ギ
リ
シ
ア
面
隠
教
徒
に
、
ギ
リ
シ
ア
の
文
化
的
優
越
性
の
主
張
の
有
効
性
に
期
待
を
抱
か
せ
る
原
因
に
な
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
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し
か
し
、
ゲ
ナ
デ
ィ
オ
ス
ニ
世
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
を
自
ら
の
奮
説
に
利
用
し
つ
つ
も
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
メ
フ
メ
ト
出
世
と
の
対
話
に
お

い
て
ギ
リ
シ
ア
系
正
教
徒
を
「
ギ
リ
シ
ア
人
」
と
は
呼
称
し
な
い
慎
重
さ
を
保
持
し
て
い
る
。
こ
れ
は
ギ
リ
シ
ア
概
念
か
ら
異
教
的
要
素
を
除

去
し
よ
う
と
す
る
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
異
教
徒
と
い
う
意
味
合
い
を
払
拭
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
彼
は
そ
れ
を
意
識
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ

た
こ
と
に
原
因
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
そ
れ
ば
か
り
か
多
神
教
を
批
判
す
る
文
脈
で
は
、
ギ
リ
シ
ア
人
と
い
う
言
葉
を
異
教
性
と
い
う
否
定
的
意

味
に
お
い
て
用
い
る
例
も
存
在
す
る
。
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理
性
を
持
っ
た
者
の
だ
れ
が
、
神
の
恩
龍
に
よ
っ
て
直
接
神
に
至
る
霊
的
か
つ
壮
麗
な
礼
拝
を
捨
て
て
、
あ
の
粗
雑
で
物
質
的
な
ギ
リ
シ
ア
人
の
宗
教
に
加

わ
る
と
言
う
の
か
。
そ
れ
に
キ
リ
ス
ト
の
出
現
と
と
も
に
ギ
リ
シ
ア
の
宗
教
は
全
て
消
滅
し
た
と
い
う
の
に
、
ど
こ
に
ど
う
し
て
ギ
リ
シ
ア
人
の
よ
う
に
神

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
崇
め
る
者
が
い
よ
う
か
。

　
上
記
引
用
か
ら
、
ゲ
ナ
デ
ィ
オ
ス
ニ
世
の
テ
ク
ス
ト
の
内
部
に
お
い
て
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
異
教
性
を
非
本
質
化
し
よ
う
と
す
る
瓢
箪
と
、

ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
に
お
い
て
古
来
一
般
的
で
あ
っ
た
、
ギ
リ
シ
ア
を
異
教
の
代
表
と
し
て
表
象
す
る
言
説
が
拮
抗
し
て
い
る
こ
と
が
み
て
と
れ
る
。

こ
れ
は
ゲ
ナ
デ
イ
オ
ス
ニ
世
個
人
に
お
い
て
、
ギ
リ
シ
ア
哲
学
へ
の
敬
愛
と
正
教
会
の
修
道
的
伝
統
へ
の
傾
倒
の
両
傾
向
が
並
存
し
て
い
た
こ

と
も
一
因
に
あ
る
が
、
彼
が
抱
い
て
い
た
異
教
復
活
へ
の
警
戒
と
い
う
要
因
が
よ
り
重
要
で
あ
ろ
う
。

　
当
時
ペ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス
半
島
を
中
心
に
存
在
し
た
と
さ
れ
る
、
ゲ
オ
ル
ギ
オ
ス
・
ゲ
ミ
ス
ト
ス
・
プ
リ
ト
ン
（
＝
一
士
ハ
○
頃
1
一
四
五
二
）
の
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

プ
ラ
ト
ン
主
義
的
異
教
思
想
に
影
響
さ
れ
た
異
教
的
一
派
へ
の
対
処
は
彼
に
と
っ
て
喫
緊
の
課
題
で
あ
っ
た
。
彼
は
お
そ
ら
く
総
主
教
在
位
中

に
多
神
教
的
要
素
に
満
ち
た
プ
リ
ト
ン
の
遺
著
『
法
律
』
を
、
聖
シ
ノ
ド
に
よ
る
投
票
と
い
う
手
続
き
を
踏
ん
で
一
部
を
除
い
て
焼
却
す
る
処

　
　
　
　
　
　
麟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

置
を
と
っ
て
お
り
、
遺
さ
れ
た
部
分
は
ア
ラ
ビ
ア
語
に
翻
訳
さ
れ
て
オ
ス
マ
ン
宮
廷
の
図
書
館
に
収
め
ら
れ
た
。
従
っ
て
オ
ス
マ
ン
政
府
も
プ

リ
ト
ン
一
派
の
存
在
は
認
識
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
従
っ
て
ギ
リ
シ
ア
系
住
民
全
体
が
異
教
的
傾
向
を
も
っ
て
い
る
と
オ
ス
マ
ン
政
府
に
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⑳

解
釈
さ
れ
る
の
を
回
避
す
る
た
め
に
は
、
プ
リ
ト
ン
一
派
へ
の
直
接
の
言
及
は
避
け
つ
つ
も
多
神
教
一
般
に
対
す
る
批
判
に
よ
っ
て
そ
れ
を
断

罪
す
る
態
度
を
示
す
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
以
上
の
よ
う
に
多
神
教
を
批
判
し
、
異
教
的
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
強
い
「
ギ
リ
シ
ア
入
」
と
い
う
呼

称
を
差
し
控
え
る
こ
と
は
、
哲
学
的
知
識
と
い
う
彼
が
設
定
し
た
ギ
リ
シ
ア
概
念
の
本
質
を
異
教
的
要
素
か
ら
分
離
し
し
つ
つ
支
配
者
に
誤
解

な
く
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
の
方
策
の
一
環
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
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デ
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ザ
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系
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総
主
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ァ
イ
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世
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位
一
四
七
五
－
六
）
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ギ
リ
シ
ア
系
有
力
轡
の
支
持
を
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ら
れ
ず
排
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れ
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い
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．
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第
三
章
　
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
陥
落
の
原
因
論
に
お
け
る
ヘ
レ
ニ
ズ
ム

　
オ
ス
マ
ン
帝
国
支
配
下
に
お
け
る
初
の
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
総
主
教
と
し
て
、
ゲ
ナ
デ
ィ
オ
ス
ニ
世
は
イ
ス
ラ
ー
ム
霜
主
と
の
対
話

の
必
要
に
迫
ら
れ
る
と
い
う
こ
れ
ま
で
に
な
い
事
態
に
遭
遇
し
た
。
他
方
で
彼
は
、
総
主
教
座
を
再
建
し
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
陥

落
に
動
揺
し
た
ギ
リ
シ
ア
富
岳
教
徒
に
、
陥
落
が
有
し
た
歴
史
的
意
義
を
説
明
し
て
新
し
い
体
制
に
お
い
て
生
き
る
指
針
を
与
え
る
と
い
う
課

題
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。
本
章
で
は
ゲ
ナ
デ
ィ
オ
ス
ニ
世
が
信
徒
お
よ
び
総
主
教
座
の
聖
職
者
に
示
し
た
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル

陥
落
の
原
因
論
を
当
時
の
総
主
教
座
の
状
況
と
絡
め
て
検
討
す
る
。
そ
し
て
、
テ
ク
ス
ト
内
に
現
れ
る
歴
史
認
識
と
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
の
言
説
が
、

彼
が
提
示
し
よ
う
と
し
た
ギ
リ
シ
ア
系
正
教
徒
の
集
団
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
い
か
に
関
わ
る
か
に
つ
い
て
分
析
を
試
み
る
。



コンスタンティノープル陥落後の総主教ゲナディオスニ世のヘレニズム（上柿）

（一

j
　
陥
落
原
國
論
の
信
徒
へ
の
開
示

　
ゲ
ナ
デ
ィ
オ
ス
ニ
世
の
総
主
教
在
位
中
に
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
陥
落
の
原
因
論
を
開
示
す
る
こ
と
を
主
題
と
し
て
正
教
徒
に
向
け

て
語
り
か
け
た
テ
ク
ス
ト
は
先
述
の
よ
う
に
二
つ
存
在
す
る
。
ひ
と
つ
は
一
四
五
四
年
前
半
の
あ
る
奉
汚
濁
（
ミ
サ
）
の
後
に
一
般
民
衆
の
聴

衆
を
対
象
に
し
て
作
成
さ
れ
た
『
奉
神
叩
の
後
の
民
へ
の
祈
り
』
、
も
う
ひ
と
つ
は
一
四
五
四
年
の
後
半
に
正
教
会
の
聖
職
者
に
対
し
て
宛
て

た
書
簡
の
形
式
を
と
る
『
帝
都
陥
落
に
つ
い
て
の
書
簡
㎏
で
あ
る
。
両
著
作
は
文
体
の
点
で
、
前
者
は
古
典
ギ
リ
シ
ア
語
な
が
ら
平
易
に
書
か

れ
て
い
る
一
方
、
後
者
は
か
な
り
高
度
な
修
辞
的
技
巧
に
満
ち
て
い
る
と
い
う
違
い
を
み
せ
る
。
た
だ
い
ず
れ
も
主
要
な
テ
ー
マ
は
、
コ
ン
ス

タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
陥
落
の
原
因
を
神
と
の
関
係
に
お
け
る
罪
と
罰
と
い
う
視
点
か
ら
説
明
す
る
こ
と
に
あ
る
。
以
下
で
は
ま
ず
『
奉
神
礼

の
後
の
民
へ
の
祈
り
鋤
を
中
心
に
し
て
こ
の
「
罪
と
罰
」
の
言
説
が
受
け
手
に
対
し
て
持
っ
た
効
果
を
検
討
し
た
の
ち
、
『
帝
都
陥
落
に
つ
い

て
の
書
簡
㎏
に
現
れ
る
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
の
分
析
に
移
る
こ
と
に
す
る
。

　
『
奉
神
礼
の
後
の
民
へ
の
祈
り
励
は
大
き
く
二
つ
の
部
分
に
分
け
ら
れ
、
そ
の
前
半
で
近
年
の
災
厄
の
原
因
を
説
明
し
、
後
半
で
救
済
へ
の

道
を
信
徒
に
提
示
し
て
い
る
。
い
わ
く
、
神
が
旧
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
民
に
下
さ
れ
た
罰
の
原
因
は
、
彼
ら
の
罪
と
神
の
怒
り
に
対
す
る
無
自
覚
に

起
因
す
る
。
罪
の
具
体
的
内
容
と
し
て
は
、
神
を
畏
れ
敬
わ
な
い
こ
と
、
罪
深
い
欲
望
に
身
を
任
せ
互
い
に
争
っ
た
こ
と
、
聖
職
者
は
民
衆
を

欺
き
世
俗
の
有
力
者
は
神
の
法
に
従
わ
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
災
難
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
宗
教
的
・
倫
理
的
解
釈
は
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
歴
史
叙
述
に
お
け
る
歴
史
解
釈
の
一
典
型
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
ゲ

ナ
デ
ィ
オ
ス
ニ
世
の
独
自
性
は
見
出
さ
れ
な
い
。
し
か
し
ゲ
ナ
デ
ィ
オ
ス
ニ
世
に
お
い
て
は
神
の
罰
の
教
育
と
し
て
の
肯
定
的
側
面
が
強
調
さ

れ
、
懲
罰
を
契
機
と
し
た
罪
の
改
俊
と
倫
理
的
改
善
を
重
視
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

我
々
は
父
な
る
あ
な
た
の
存
在
を
認
め
ま
す
。
正
し
く
も
我
々
か
ら
現
在
の
財
魔
を
奮
っ
た
の
は
、
我
々
が
節
制
を
保
つ
こ
と
で
未
来
の
真
の
財
産
を
差
し

57 （373）



出
さ
ず
に
す
む
よ
う
に
す
る
た
め
だ
っ
た
の
だ
か
ら
。
（
中
略
）
入
の
望
み
の
空
し
さ
を
知
り
あ
な
た
の
力
を
知
る
の
で
す
。
教
訓
と
な
っ
た
災
難
を
あ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

か
も
鏡
の
よ
う
に
し
て
、
我
々
の
貌
に
あ
る
恥
を
理
解
す
る
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
上
記
引
用
に
見
ら
れ
る
「
人
の
望
み
の
空
し
さ
」
と
は
、
西
欧
に
対
す
る
軍
事
的
援
助
へ
の
希
望
の
こ
と
を
指
す
と
い
わ
れ
る
も
の
の
、
ラ

テ
ン
人
や
西
欧
の
援
軍
を
当
て
込
ん
だ
教
会
合
同
派
へ
の
名
指
し
で
の
批
判
は
テ
ク
ス
ト
に
は
現
れ
な
い
。
こ
れ
は
聖
職
者
に
宛
て
た
『
帝
都

陥
落
に
つ
い
て
の
書
簡
』
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
ゲ
ナ
デ
ィ
オ
ス
ニ
世
は
総
主
教
座
の
再
建
に
あ
た
り
、
ロ
ー
マ
皇
帝
な
き
現
世
に
お
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
、

て
総
主
教
が
正
教
徒
を
聖
俗
両
面
で
領
導
す
る
と
い
う
テ
オ
ク
ラ
テ
イ
ッ
ク
な
理
想
を
か
か
げ
た
。
そ
の
一
方
で
、
教
会
組
織
や
聖
職
者
の
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

育
が
ビ
ザ
ン
ツ
時
代
の
よ
う
に
十
全
で
は
な
い
現
状
を
キ
リ
ス
ト
教
公
認
以
前
の
時
代
の
「
単
純
か
つ
純
粋
な
形
の
教
会
」
と
肯
定
的
に
捉
え

な
お
し
て
い
る
。
特
に
、
当
時
総
主
教
座
で
問
題
と
な
っ
て
い
た
信
徒
の
結
婚
問
題
（
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
陥
落
の
際
の
戦
闘
な
ど
に
よ
っ

て
信
徒
夫
婦
の
片
方
が
消
息
不
明
と
な
り
、
彼
ら
が
再
婚
し
た
場
合
に
重
婚
を
犯
す
可
能
性
の
あ
る
ケ
ー
ス
が
多
発
し
て
い
た
）
や
合
早
耳
に
従
っ
た
聖
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

者
の
総
主
教
座
へ
の
復
帰
問
題
に
対
し
て
は
柔
軟
か
つ
宥
和
的
な
態
度
を
と
っ
た
。
従
っ
て
帝
都
陥
落
の
原
因
論
の
開
示
に
お
い
て
ラ
テ
ン
勢

力
の
軍
事
的
援
助
が
空
し
い
も
の
で
あ
っ
た
と
直
接
的
に
言
及
さ
れ
な
い
の
は
、
彼
の
教
会
合
同
派
復
帰
問
題
に
対
す
る
寛
容
政
策
を
反
映
し

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
消
滅
と
い
う
事
態
に
対
し
て
現
世
的
な
希
望
を
抱
か
な
い
よ
う
に
す
す
め
、
倫
理
的
次
元
で
の

解
決
を
求
め
る
姿
勢
に
は
、
再
び
「
教
会
を
組
み
立
て
る
と
い
う
こ
と
は
、
第
　
に
［
被
造
物
を
］
動
か
す
者
た
る
神
の
憐
れ
み
で
あ
り
、
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

い
で
彼
［
ー
ー
支
配
者
メ
フ
メ
ト
ニ
芭
の
慈
悲
が
こ
れ
を
な
し
た
」
と
述
べ
、
オ
ス
マ
ン
政
府
の
一
定
の
保
護
を
得
て
総
主
教
座
の
再
建
を
手
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

け
た
ゲ
ナ
デ
イ
オ
ス
ニ
世
に
よ
る
、
信
徒
に
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
支
配
体
制
の
受
容
を
求
め
る
声
が
反
響
し
て
い
る
。
彼
は
正
教
会
に
お
い
て
当

時
存
在
し
た
対
立
へ
の
言
及
を
控
え
、
正
教
徒
の
境
遇
と
運
命
に
関
し
て
宗
教
的
解
釈
を
前
面
に
押
し
出
し
た
。
そ
こ
に
は
正
教
会
内
部
の
争

い
や
見
解
の
相
違
を
速
や
か
に
沈
静
化
さ
せ
、
再
建
さ
れ
た
総
主
教
座
の
下
に
、
信
徒
を
新
し
い
政
治
体
制
に
適
合
し
た
形
へ
と
纏
め
あ
げ
よ

う
と
す
る
動
機
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
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（
二
）

陥
落
原
因
論
と
ギ
リ
シ
ア
丸
正
教
徒
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

　
　
　
苦
難
に
よ
っ
て
立
ち
現
れ
る
選
ば
れ
た
民
「
ギ
リ
シ
ア
人
」
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
『
帝
都
陥
落
に
つ
い
て
の
書
簡
撫
は
、
上
述
の
ゲ
ナ
デ
ィ
オ
ス
ニ
世
の
寛
容
政
策
を
一
因
と
し
て
生
じ
た
総
主
教
角
々
の
派
閥
争
い
に
よ
り
、

彼
が
総
主
教
辞
任
を
決
心
し
た
際
に
書
か
れ
た
著
作
で
あ
る
（
な
お
彼
は
辞
意
を
表
明
し
た
も
の
の
、
そ
れ
は
ギ
リ
シ
ア
人
有
力
者
の
関
与
も
あ
っ
て

メ
フ
メ
ト
ニ
世
に
拒
絶
さ
れ
、
辞
任
は
一
四
五
六
年
初
め
ま
で
ず
れ
込
む
こ
と
に
な
っ
た
）
。
一
四
五
四
年
秋
に
作
成
さ
れ
た
こ
の
著
作
で
、
彼
は
総
主

教
辞
任
を
決
意
す
る
に
至
っ
た
経
緯
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
帝
都
陥
落
の
原
因
の
説
明
に
も
多
く
の
紙
幅
を
費
や
し
て
い
る
。
そ
の
原
因
論
に

通
奏
低
音
と
し
て
存
在
し
て
い
る
の
は
、
『
奉
坐
礼
の
後
の
民
へ
の
祈
り
』
と
同
様
に
「
罪
と
罰
」
の
ト
ポ
ス
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
加
え
て
ギ

リ
シ
ア
至
正
教
徒
を
「
ギ
リ
シ
ア
人
」
と
呼
び
、
そ
の
文
化
的
優
越
性
と
神
と
の
特
権
的
関
係
の
ゆ
え
に
こ
そ
現
在
の
不
幸
を
嘆
く
と
い
う
言

説
が
現
れ
る
。

　
こ
の
書
簡
は
彼
自
身
に
よ
れ
ば
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
が
陥
落
し
た
理
由
を
ゲ
ナ
デ
ィ
オ
ス
ニ
世
が
こ
れ
ま
で
十
分
に
説
明
し
て
こ

な
か
っ
た
こ
と
が
不
満
だ
と
書
き
送
っ
て
き
た
多
く
の
人
々
の
求
め
に
応
じ
る
形
で
、
「
同
族
の
者
た
ち
に
我
々
の
悪
に
つ
い
て
思
い
起
こ
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

せ
る
こ
の
機
会
が
美
徳
の
推
奨
の
た
め
の
最
良
の
も
の
と
し
て
現
れ
た
」
と
の
考
え
の
も
と
、
「
私
の
こ
の
よ
う
な
著
作
を
読
も
う
と
望
ん
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

書
き
送
っ
た
者
た
ち
、
あ
る
い
は
そ
う
し
な
か
っ
た
者
た
ち
の
み
な
ら
ず
、
私
自
身
も
同
じ
く
ら
い
」
満
足
さ
せ
る
た
め
に
書
か
れ
た
と
い
う
。

従
っ
て
ゲ
ナ
デ
ィ
オ
ス
ニ
世
が
こ
の
書
簡
の
読
み
手
と
し
て
念
頭
に
お
い
た
の
は
第
一
に
は
彼
と
比
較
的
親
し
い
間
柄
に
い
る
教
養
程
度
の
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

い
者
た
ち
で
あ
る
。
た
だ
し
、
「
あ
ら
ゆ
る
所
で
理
と
掟
に
従
っ
て
生
き
る
キ
リ
ス
ト
に
お
い
て
愛
さ
れ
た
者
た
ち
」
と
い
う
宛
名
書
き
が
、

正
教
会
の
聖
職
者
一
般
に
宛
て
た
公
的
な
色
彩
の
強
い
書
簡
の
体
裁
を
窺
わ
せ
る
。
加
え
て
、
後
の
書
簡
に
お
い
て
「
以
前
に
諸
方
遍
く
送
付

　
　
　
　
　
　
⑫

さ
れ
た
別
の
書
簡
」
と
本
書
簡
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
上
記
「
同
族
の
鋳
た
ち
に
」
と
い
う
表
現
と
文
体
上
の
特
徴
か
ら
、
ゲ
ナ
デ

ィ
オ
ス
ニ
世
は
語
り
か
け
よ
う
す
る
相
手
を
教
養
豊
か
な
ギ
リ
シ
ア
系
聖
職
者
に
限
定
し
て
い
る
側
面
が
あ
る
と
は
い
え
、
本
書
簡
が
流
布
し
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た
範
囲
は
そ
れ
ほ
ど
限
定
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
彼
は
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
陥
落
を
「
も
は
や
な
き
都
の
災
難
、
そ
し
て
そ
れ
を
通
し
て
我
々
の
み
な
ら
ず
そ
れ
を
越
え
て
明
ら
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

な
っ
た
こ
の
［
総
主
教
座
の
〕
管
域
に
お
け
る
全
ギ
リ
シ
ア
人
の
災
難
」
と
述
べ
て
当
時
の
ギ
リ
シ
ア
系
正
教
徒
を
「
ギ
リ
シ
ア
人
」
と
形
容

す
る
。
そ
し
て
、
都
の
陥
落
と
い
う
事
態
が
彼
ら
に
と
っ
て
共
通
の
、
そ
し
て
特
別
な
意
義
を
持
っ
た
悲
劇
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
そ

の
理
由
は
、
以
下
の
書
簡
冒
頭
部
の
引
用
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
と
い
う
場
所
が
ギ
リ
シ
ア
系
正
教
徒
の
「
祖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

国
」
で
あ
り
、
同
族
意
識
を
醸
成
す
る
核
と
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
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あ
の
よ
う
な
ひ
と
か
ど
の
力
を
有
し
て
い
た
我
々
の
も
と
に
、
あ
ら
ゆ
る
入
々
が
ほ
ぼ
一
同
に
会
す
る
と
い
う
こ
と
も
も
は
や
な
く
、
い
ま
や
地
上
の
諸
都

市
の
う
ち
で
最
も
栄
え
あ
る
都
、
無
事
で
あ
っ
た
限
り
に
お
い
て
現
在
の
ギ
リ
シ
ア
の
種
族
に
と
っ
て
個
々
の
諸
都
市
の
代
わ
り
と
な
る
唯
～
共
通
の
祖
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

で
あ
っ
た
あ
の
都
は
か
よ
う
に
無
残
に
荒
廃
し
た
。

　
ゲ
ナ
デ
ィ
オ
ス
ニ
世
の
著
作
に
現
れ
る
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
が
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
と
い
う
場
を
媒
介
に
し
て
旧
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
民
に
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

す
る
集
団
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
表
出
す
る
と
の
り
ヴ
ァ
ノ
ス
の
見
解
は
上
記
引
用
か
ら
も
首
肯
で
き
る
。
た
だ
し
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ

ノ
ー
プ
ル
が
神
に
祝
福
さ
れ
た
都
、
新
し
い
エ
ル
サ
レ
ム
で
あ
り
、
「
ロ
ー
マ
人
」
こ
そ
が
ユ
ダ
ヤ
人
の
後
に
神
に
選
ば
れ
た
罠
で
あ
る
と
い

う
言
説
も
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
に
お
い
て
常
に
存
在
し
た
。
こ
の
書
簡
も
、
以
下
の
記
述
の
よ
う
に
在
り
し
日
の
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
栄
光
を
叙
述
す

る
箇
所
に
お
い
て
、
ロ
ー
マ
人
と
い
う
元
来
超
民
族
的
で
あ
っ
た
概
念
が
「
我
々
の
種
族
」
と
い
う
言
葉
に
置
換
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
こ

の
伝
統
に
連
な
る
も
の
で
あ
る
。

彼
［
神
］
は
人
類
全
て
に
こ
の
贈
物
を
注
ぎ
込
ん
だ
が
、
皆
が
得
る
こ
と
を
好
み
、
そ
の
よ
う
に
導
か
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
全
て
の
者
の
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た
め
に
与
え
ら
れ
た
も
の
は
、
そ
れ
を
得
た
者
た
ち
の
み
の
得
る
所
と
な
り
、
我
々
は
そ
の
者
た
ち
の
子
孫
で
あ
り
贈
物
の
相
続
者
で
あ
る
。
肉
体
へ
の
監

視
の
点
で
ユ
ダ
ヤ
人
よ
り
も
我
々
を
か
よ
う
に
誇
り
に
思
い
、
我
々
の
種
族
が
全
世
界
を
支
配
し
統
べ
る
こ
と
を
お
認
め
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
イ

エ
ス
ご
自
身
の
予
告
ど
お
り
エ
ル
サ
レ
ム
が
異
教
徒
に
よ
っ
て
踏
み
つ
け
ら
れ
た
際
に
、
そ
れ
は
ほ
ど
な
く
し
て
、
「
真
理
は
そ
の
刻
印
よ
り
も
優
れ
る
の

は
当
然
の
理
」
と
被
え
る
く
ら
い
に
あ
ら
ゆ
る
荘
厳
さ
の
点
で
旧
都
を
凌
駕
し
た
、
万
人
の
敬
神
の
母
法
た
る
こ
の
新
し
い
エ
ル
サ
レ
ム
へ
と
移
さ
れ
た
の

だ
。
そ
し
て
そ
れ
ゆ
え
に
こ
こ
に
初
め
て
キ
リ
ス
ト
教
の
帝
国
が
確
か
に
打
建
て
ら
れ
、
全
世
界
の
支
配
者
た
ち
に
よ
る
、
か
の
信
仰
ゆ
え
の
苛
烈
き
わ
ま

る
迫
害
の
後
に
、
聖
な
る
支
配
と
そ
の
導
き
に
よ
り
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
諸
種
族
を
、
丁
度
一
つ
の
中
心
か
ら
神
的
・
政
治
的
卓
越
性
を
以
っ
て
統
治
し
た
の

　
　
⑰

で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
都
市
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
が
ギ
リ
シ
ア
の
種
族
に
と
っ
て
の
祖
国
で
あ
る
と
同
時
に
全
キ
リ
ス
ト
教
徒
共
通
の
祖
国

と
し
て
の
含
意
を
も
っ
て
表
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
そ
れ
は
よ
り
後
代
の
著
作
『
哀
歌
（
一
四
六
〇
年
ご
に
お
け
る
「
我
々

の
祖
国
は
今
や
全
人
類
に
共
通
の
も
の
に
せ
よ
、
種
族
に
固
有
の
も
の
に
せ
よ
、
ど
こ
か
他
の
と
こ
ろ
に
あ
る
の
だ
。
こ
の
祖
国
こ
そ
今
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

我
々
の
そ
し
て
共
通
の
祖
国
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
に
端
的
に
現
れ
て
い
る
。
こ
の
二
重
性
に
対
応
す
る
形
で
ゲ
ナ
デ
ィ
オ
ス
一
一
世
が
念
頭
に

置
く
「
我
々
」
の
範
囲
も
正
教
徒
全
体
と
「
ギ
リ
シ
ア
の
種
族
」
と
の
問
で
一
定
の
可
動
性
を
著
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
た
だ
し
、
神
に
祝
福
さ
れ
た
都
を
祖
国
と
し
て
持
つ
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
、
神
と
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
民
と
の
特
権
的
な
関
係
性
は
コ
ン
ス
タ
ン

テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
陥
落
と
と
も
に
再
解
釈
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
際
に
は
、
「
あ
な
た
の
我
々
に
対
す
る
父
な
る
愛
が
冷
め
て
し
ま
っ

た
の
で
は
な
く
て
、
我
々
の
罪
の
煙
が
あ
な
た
の
憐
れ
み
の
井
戸
を
溢
れ
さ
せ
て
し
ま
い
、
あ
な
た
の
正
義
に
よ
る
天
罰
が
我
々
に
下
っ
た
の

で
す
。
あ
な
た
は
以
前
我
々
を
数
え
切
れ
ぬ
贈
り
物
で
高
め
て
下
さ
い
ま
し
た
が
、
今
度
は
き
わ
め
て
憐
れ
み
深
く
も
我
々
を
卑
し
い
も
の
と

　
　
　
　
　
　
⑲

な
さ
っ
た
の
で
す
」
と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
神
と
の
間
に
お
け
る
「
罪
と
罰
」
の
伝
統
的
図
式
、
す
な
わ
ち
自
集
団
の
倫
理
性
が
世
界
全
体

の
歴
史
展
開
に
直
接
関
わ
る
と
い
う
意
味
に
お
け
る
神
と
の
特
権
的
な
関
係
性
を
維
持
し
よ
う
と
試
み
ら
れ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
も
従
来
の
神
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に
祝
福
さ
れ
た
帝
国
の
民
と
い
う
観
念
か
ら
、
前
章
で
述
べ
た
よ
う
な
、
か
つ
て
の
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
応
す
る
よ
う
な
国
家
な
き
選
民
と
い
う
観

念
へ
の
傾
斜
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
滅
亡
を
受
け
て
、
神
と
の
関
係
の
特
権
性
を
証
拠
立
て
る
た
め
に

ロ
ー
マ
帝
国
の
栄
光
に
依
拠
す
る
こ
と
は
や
は
り
な
く
、
代
わ
り
に
「
ギ
リ
シ
ア
人
」
が
か
つ
て
有
し
て
い
た
卓
越
性
が
提
示
さ
れ
る
。
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お
お
、
他
の
こ
と
に
つ
い
て
は
黙
す
る
と
し
て
も
、
わ
た
し
は
ギ
リ
シ
ア
人
の
惨
め
な
残
余
に
と
っ
て
の
希
望
の
全
て
が
、
あ
り
し
頃
彼
ら
が
浮
沈
を
共
に

し
た
た
っ
た
～
つ
の
都
と
い
く
ば
く
か
の
人
々
に
お
い
て
、
そ
の
卓
越
性
は
減
じ
つ
つ
あ
っ
た
と
は
い
え
、
未
だ
保
た
れ
て
い
る
の
を
見
た
の
だ
。
哀
れ
な

わ
た
し
は
こ
の
都
に
養
わ
れ
て
育
ち
、
い
っ
か
ギ
リ
シ
ア
人
の
栄
華
が
何
ら
か
の
予
期
せ
ぬ
転
変
ゆ
え
に
花
開
く
よ
う
に
と
善
き
も
の
の
残
り
を
保
存
し
よ

う
と
試
み
、
自
ら
そ
れ
を
行
い
、
か
つ
で
き
る
限
り
の
こ
と
を
行
う
よ
う
勧
め
も
し
た
。
し
か
し
今
や
人
間
は
ギ
リ
シ
ア
人
の
高
貴
さ
を
持
つ
こ
と
も
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

だ
ろ
う
し
、
我
々
の
祖
先
の
車
越
性
の
徴
が
立
ち
現
れ
、
そ
れ
が
知
ら
れ
驚
嘆
さ
れ
る
た
め
に
留
ま
る
と
い
う
こ
と
も
な
い
だ
ろ
う

　
引
用
部
分
に
お
け
る
「
ギ
リ
シ
ア
人
の
栄
華
」
が
古
代
ギ
リ
シ
ア
以
来
の
文
化
的
優
越
性
を
指
す
の
か
、
正
教
の
信
仰
を
指
す
の
か
、
あ
る

い
は
過
去
の
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
繁
栄
を
指
す
の
か
は
判
然
と
は
し
な
い
。
前
章
の
古
代
ギ
リ
シ
ア
人
と
ギ
リ
シ
ア
の
学
外
が
キ
リ
ス
ト
教
の
世

界
宗
教
化
に
決
定
的
な
役
割
を
果
た
し
た
と
い
う
ゲ
ナ
デ
ィ
オ
ス
ニ
世
の
主
張
に
鑑
み
れ
ば
、
こ
の
記
述
お
け
る
「
ギ
リ
シ
ア
人
の
栄
華
」
と

は
、
正
教
と
哲
学
的
知
識
と
が
渾
然
一
体
と
な
っ
た
「
我
々
の
伝
統
」
を
指
し
て
い
る
と
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
確
か
に
、
自
ら
「
善
き

も
の
の
残
り
を
保
存
し
よ
う
」
と
努
め
た
と
い
う
記
述
は
、
ゲ
ナ
デ
イ
オ
ス
ニ
世
が
哲
学
教
師
そ
し
て
反
教
会
合
同
の
領
袖
と
し
て
活
動
し
た

経
歴
を
反
映
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
仮
定
す
る
場
合
に
、
正
教
信
仰
が
決
定
的
に
失
わ
れ
た
と
の
主
張
を
総

主
教
の
立
場
で
行
う
こ
と
は
、
彼
の
「
新
体
制
に
順
応
し
た
正
教
会
」
の
構
想
に
鑑
み
て
も
考
え
に
く
い
。
従
っ
て
上
記
引
用
部
分
は
、
主
に

古
代
ギ
リ
シ
ア
以
来
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
民
が
担
っ
て
き
た
文
化
的
遺
産
、
具
体
的
に
は
ギ
リ
シ
ア
古
典
に
基
づ
い
た
高
度
の
教
養
や
哲
学
的
知
識

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

が
育
ま
れ
る
基
盤
が
損
な
わ
れ
た
こ
と
に
主
に
雷
及
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
。
こ
の
卓
越
性
の
喪
失
と
い
う
雷
説
の
中
に
、
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
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消
滅
に
よ
る
時
代
の
転
換
を
ギ
リ
シ
ア
系
聖
職
者
に
受
容
さ
せ
る
の
み
な
ら
ず
、
過
去
に
お
け
る
文
化
的
卓
越
性
を
自
覚
さ
せ
る
こ
と
で
、
神

に
選
ば
れ
た
国
家
な
き
民
と
し
て
新
し
い
時
代
を
生
き
る
た
め
の
支
え
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
ゲ
ナ
デ
ィ
オ
ス
ニ
世
の
意
図
を
み
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。

　
以
上
、
民
衆
と
聖
職
者
に
対
し
て
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
陥
落
の
原
因
論
を
提
示
す
る
ゲ
ナ
デ
ィ
オ
ス
ニ
世
の
著
作
を
検
討
し
た
結
果

は
次
の
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
テ
ク
ス
ト
に
現
れ
る
、
陥
落
の
原
因
を
神
と
の
関
係
に
お
け
る
罪
と
罰
よ
っ
て
説
明
す
る
宗
教
的
解
釈
は
、

新
時
代
の
教
会
の
名
の
下
に
正
教
会
内
部
の
問
題
を
沈
静
化
さ
せ
つ
つ
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
支
配
と
い
う
状
況
に
適
合
し
た
総
主
教
座
を
再
建
す

る
と
い
う
ゲ
ナ
デ
ィ
オ
ス
ニ
世
の
現
実
主
義
的
な
計
画
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
解
釈
の
在
り
方
は
、

歴
史
事
象
の
倫
理
的
解
釈
と
い
う
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
時
代
か
ら
の
伝
統
を
帝
国
の
消
滅
と
い
う
事
態
に
応
用
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
新

し
き
エ
ル
サ
レ
ム
た
る
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
を
繁
栄
の
核
と
し
た
、
祝
福
に
よ
っ
て
神
と
結
ば
れ
た
民
と
い
う
図
式
は
都
の
陥
落
と
と

も
に
教
育
的
懲
罰
と
改
俊
と
い
う
関
係
性
に
変
調
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
際
に
は
「
民
」
と
は
本
来
は
民
族
的
限
定
を
越
え
た
「
正
教

徒
」
を
意
味
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
『
帝
都
陥
落
に
つ
い
て
の
書
簡
』
に
お
い
て
は
、
ゲ
ナ
デ
イ
オ
ス
ニ
世
と
親
し
い
教
養
程
度
の
高
い
者
た
ち
を
中
心
と
し
た
ギ
リ
シ

ア
系
聖
職
者
に
当
て
ら
れ
た
著
作
の
性
質
、
加
え
て
総
主
教
座
の
ギ
リ
シ
ア
系
聖
職
者
中
心
傾
向
を
も
背
景
と
し
て
、
正
教
聖
職
者
を
対
象
と

し
た
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
陥
落
の
原
因
論
は
、
ギ
リ
シ
ア
系
正
教
徒
が
有
す
る
と
想
定
さ
れ
た
、
神
に
選
ば
れ
た
民
と
し
て
の
歴
史
的

運
命
の
開
示
へ
と
傾
斜
し
て
い
く
。
そ
し
て
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
以
来
の
「
ギ
リ
シ
ア
人
」
の
文
化
的
優
越
性
を
思

い
起
こ
さ
せ
る
場
所
に
し
て
当
時
の
ギ
リ
シ
ア
適
正
教
徒
の
岡
族
意
識
の
結
節
点
と
な
る
。
彼
ら
は
こ
の
都
に
生
じ
た
災
難
を
媒
介
と
し
て
、

新
し
い
歴
史
段
階
へ
の
移
行
と
神
と
の
関
係
性
の
変
化
と
を
、
自
ら
の
文
化
的
優
越
性
の
喪
失
と
と
も
に
改
め
て
自
覚
す
る
こ
と
に
な
る
の
で

あ
る
。

　
以
上
の
ご
と
く
ゲ
ナ
デ
ィ
オ
ス
ニ
世
に
よ
っ
て
想
定
さ
れ
た
ギ
リ
シ
ア
古
典
の
教
養
に
基
づ
く
文
化
的
優
越
性
は
、
特
権
的
な
宗
教
的
・
文
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化
的
磁
場
を
帯
び
た
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
と
い
う
場
、
お
よ
び
「
種
族
」
や
「
祖
国
」
と
い
う
項
を
媒
介
に
し
て
ギ
リ
シ
ア
黒
黒
教
徒

の
集
団
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
結
び
つ
く
構
造
を
と
る
。
そ
れ
は
「
罪
と
罰
」
に
よ
っ
て
神
と
結
び
付
け
ら
れ
た
関
係
の
根
底
に
存
在
す
る

普
遍
的
な
正
教
徒
概
念
が
、
語
り
か
け
る
相
手
を
教
養
あ
る
ギ
リ
シ
ア
系
正
教
徒
に
暗
黙
の
う
ち
に
限
定
す
る
こ
の
書
簡
の
叙
述
の
構
造
に
よ

っ
て
、
よ
り
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
含
意
を
持
つ
よ
う
に
変
調
さ
せ
ら
れ
た
と
解
釈
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
従
っ
て
種
族
的
概
念
が
よ
り
普
遍
的
な

概
念
と
完
全
に
対
置
さ
れ
る
形
で
ギ
リ
シ
ア
系
住
民
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
主
要
な
基
盤
を
形
成
す
る
と
い
う
図
式
は
ゲ
ナ
デ
ィ
オ
ス
ニ
世

に
お
い
て
は
成
立
し
て
い
な
い
。
普
遍
的
な
正
教
徒
意
識
と
よ
り
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
ギ
リ
シ
ア
人
意
識
と
が
、
と
も
に
「
神
に
選
ば
れ
た
民
」
と

い
う
図
式
に
よ
っ
て
重
ね
合
わ
せ
ら
れ
る
と
い
う
構
造
に
起
因
し
て
、
テ
ク
ス
ト
内
の
個
々
の
言
表
が
、
そ
れ
ら
相
互
の
構
造
的
関
係
性
の
様

態
や
政
治
社
会
的
・
思
想
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
規
定
さ
れ
る
形
で
、
超
民
族
的
な
普
遍
性
と
よ
り
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
排
他
性
と
の
問
で
そ
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
意
味
合
い
を
推
移
さ
せ
て
い
く
。
こ
の
点
に
着
目
し
て
、
ゲ
ナ
デ
ィ
オ
ス
ニ
世
の
諸
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
表
出
す
る
ギ
リ
シ

ア
系
正
教
徒
の
集
団
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
問
題
は
分
析
さ
れ
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。
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訳
9
①
9
G
エ
9
q
Φ
5
q
磐
9
r
．

⑳
　
古
代
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
ギ
リ
シ
ア
人
の
文
化
的
優
越
性
が
失
わ
れ
た
と

　
の
主
題
は
以
下
の
『
哀
歌
』
の
引
贋
に
も
み
え
る
。
イ
タ
リ
ア
入
へ
の
雷
及
か
ら
、

　
こ
の
引
用
に
お
い
て
含
意
さ
れ
て
い
る
ギ
リ
シ
ア
入
の
美
点
は
、
正
教
で
は
な
く

　
哲
学
を
含
ん
だ
古
典
教
養
で
あ
る
こ
と
が
よ
り
は
つ
き
り
と
し
て
い
る
。
「
ギ
リ

シ
ア
人
こ
そ
が
全
て
の
人
間
の
な
か
で
最
良
で
あ
る
と
同
意
し
な
い
者
が
い
る
だ

ろ
う
か
。
イ
タ
リ
ア
人
で
あ
れ
蛮
族
で
あ
れ
、
彼
ら
の
美
点
に
倣
お
う
と
し
な
い

者
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
今
や
大
い
な
る
恥
辱
が
こ
の
種
族
に
対
し
て
明

ら
か
と
な
っ
た
偏
Q
n
〔
7
0
す
瓢
o
q
。
、
H
℃
』
c
。
9

66　（382）

お
　
わ
　
り
　
に

　
本
稿
は
、
ゲ
ナ
デ
ィ
オ
ス
ニ
世
の
著
作
に
現
れ
る
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
、
キ
リ
ス
ト
教
的
救
済
史
観
や
歴
史
的
事
象
に
対
す
る
宗
教
的
解

釈
と
い
っ
た
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
に
お
い
て
伝
統
と
し
て
存
在
し
て
い
た
思
考
様
式
と
の
関
係
の
持
ち
方
を
、
彼
が
直
面
し
た
諸
状
況
の
も
と
で
検

証
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
表
現
に
お
い
て
意
図
さ
れ
た
言
説
的
効
果
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
き
た
。
そ
し
て
オ
ス
マ
ン
政
府

と
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
総
主
教
座
と
の
関
係
の
確
定
、
お
よ
び
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
を
失
っ
た
ギ
リ
シ
ア
系
正
教
徒
に
彼
ら
の
置
か
れ
た
歴

史
的
位
置
を
再
確
認
さ
せ
、
再
建
さ
れ
た
総
主
教
座
に
よ
っ
て
領
導
す
る
と
い
う
二
つ
の
課
題
と
密
接
に
関
連
し
た
彼
の
テ
ク
ス
ト
を
検
討
す

る
こ
と
で
、
以
下
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
第
一
に
、
彼
は
メ
フ
メ
ト
ニ
世
と
の
対
話
の
場
に
お
い
て
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
と
い
う
概
念
が
有
す
る
異
教
的
意
味
合
い
を
周
縁
化
し
て
哲
学

に
お
け
る
卓
越
性
と
い
う
側
面
を
強
調
し
、
か
つ
神
の
法
に
由
来
す
る
と
い
う
属
性
を
付
与
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
時
代
を
神

の
法
の
更
新
に
肯
定
的
に
寄
与
し
た
も
の
と
し
て
キ
リ
ス
ト
教
的
救
済
史
観
の
中
に
組
み
込
ま
れ
る
よ
う
に
試
み
た
。
こ
の
よ
う
な
試
み
は
、

ま
ず
第
一
に
、
ギ
リ
シ
ア
系
正
教
徒
を
統
轄
す
る
総
主
教
座
と
オ
ス
マ
ン
帝
国
政
府
と
の
関
係
が
未
だ
完
全
に
は
確
定
し
て
い
な
い
時
期
に
お

い
て
、
メ
フ
メ
ト
ニ
世
の
ギ
リ
シ
ア
文
化
へ
の
興
味
に
応
じ
る
形
で
当
時
の
ギ
リ
シ
ア
系
正
教
徒
の
文
化
的
優
越
性
を
強
調
す
る
意
味
が
あ
っ

た
。
加
え
て
そ
れ
は
、
彼
ら
が
モ
二
輪
の
法
の
時
代
の
ユ
ダ
ヤ
人
と
同
様
に
神
と
特
権
的
な
関
係
に
あ
っ
た
歴
史
を
持
つ
民
で
あ
る
と
い
う
こ

と
を
、
異
教
徒
で
あ
る
と
の
疑
い
を
招
か
ず
に
、
ム
ス
リ
ム
に
も
容
易
に
理
解
可
能
な
法
の
交
代
に
よ
る
救
済
史
の
枠
組
み
の
中
で
提
示
す
る



コンスタンティノープル陥落後の総主教ゲナディオス工世のヘレニズム（上柿）

試
み
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
第
二
に
、
ゲ
ナ
デ
ィ
オ
ス
ニ
世
は
ギ
リ
シ
ア
系
正
教
徒
に
対
し
て
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
陥
落
と
い
う
出
来
事
を
、
神
に
対
す
る
彼

ら
の
罪
と
神
に
よ
る
教
育
的
懲
罰
と
い
う
図
式
に
よ
っ
て
語
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
宗
教
的
・
倫
理
的
次
元
に
お
け
る
陥
落
の
原
因
論
に
よ
っ
て

信
徒
た
ち
に
新
し
い
支
配
体
制
を
受
容
さ
せ
、
ま
た
総
主
教
座
に
お
け
る
諸
問
題
を
沈
静
化
さ
せ
つ
つ
新
し
い
歴
史
段
階
に
相
応
し
い
教
会
の

態
勢
を
速
や
か
に
整
え
る
こ
と
で
、
信
徒
た
ち
を
そ
の
下
に
従
属
さ
せ
よ
う
と
す
る
彼
の
意
図
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
説
明
図
式
は
、

ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
消
滅
と
い
う
事
態
を
う
け
て
、
神
に
嘉
さ
れ
た
都
を
共
通
の
祖
国
と
し
た
帝
国
の
民
と
い
う
観
念
を
、
古
代
の
ユ
ダ
ヤ
人
の

運
命
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
の
も
と
に
「
罪
と
罰
」
の
関
係
性
に
よ
っ
て
神
と
特
別
に
結
ば
れ
た
国
家
な
き
民
と
い
う
観
念
に
変
型
さ
せ
る
も
の
で

あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
「
選
ば
れ
た
民
」
の
概
念
に
は
理
念
上
全
て
の
正
教
徒
が
含
ま
れ
う
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
総
主
教
座
の
ギ
リ
シ

ア
系
聖
職
者
中
心
傾
向
を
反
映
し
て
、
古
代
以
来
の
ギ
リ
シ
ア
文
化
の
卓
越
性
の
観
念
が
、
教
養
あ
る
聖
職
者
に
語
り
か
け
る
文
脈
に
お
い
て
、

帝
都
・
種
族
・
祖
国
と
い
っ
た
項
を
媒
介
と
し
て
ギ
リ
シ
ア
系
正
教
徒
の
集
団
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
結
び
つ
く
。
そ
れ
に
よ
っ
て
「
選
ば

れ
た
落
目
正
教
徒
」
は
、
「
ギ
リ
シ
ア
人
」
に
変
型
さ
れ
、
…
定
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
凝
集
性
を
担
う
も
の
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。

　
以
上
二
点
の
分
析
結
果
か
ら
、
彼
が
様
々
な
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
の
国
章
を
採
用
し
た
理
由
は
次
の
よ
う
に
結
論
づ
け
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
総
主
教
座
が
皇
帝
権
力
と
手
を
携
え
て
キ
リ
ス
ト
教
ロ
ー
マ
帝
国
の
護
持
に
尽
く
す
と
い
う
体
制
が
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
滅
亡
と
と
も

に
崩
壊
し
、
異
教
の
政
治
権
力
の
支
配
下
に
入
る
と
い
う
経
験
を
経
た
も
の
の
、
そ
れ
で
も
な
お
ギ
リ
シ
ア
系
正
教
徒
は
神
と
特
権
的
な
関
係

を
持
っ
た
民
で
あ
り
、
か
つ
オ
ス
マ
ン
帝
国
内
の
非
ム
ス
リ
ム
集
団
の
申
で
最
も
卓
越
し
た
性
質
を
も
つ
集
団
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
オ
ス

マ
ン
帝
国
支
配
層
と
ギ
リ
シ
ア
系
正
教
徒
自
身
の
双
方
に
対
し
て
主
張
す
る
と
い
う
目
的
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
本
稿
の
検
討
に
よ
っ
て
、

ゲ
ナ
デ
ィ
オ
ス
ニ
世
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
的
雷
説
と
キ
リ
ス
ト
教
的
な
歴
史
認
識
の
諸
伝
統
と
の
間
に
織
り
成
さ
れ
た
複
雑
な
関
係
性
を
、
当
時
の

政
治
的
・
社
会
的
状
況
、
お
よ
び
彼
が
置
か
れ
た
立
場
に
起
因
す
る
一
定
の
必
然
性
の
も
と
で
明
ら
か
に
し
た
こ
と
で
、
例
え
ば
彼
の
「
ギ
リ
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シ
ア
人
」
概
念
が
柔
軟
さ
を
保
ち
つ
つ
も
特
定
の
政
治
社
会
的
・
思
想
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
一
定
の
傾
向
を
示
す
根
拠
を
提
示
す
る
こ

と
が
で
き
た
と
考
え
る
。

　
ゲ
ナ
デ
イ
オ
ス
ニ
世
の
総
主
教
在
位
期
間
中
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
に
焦
点
を
あ
て
、
以
上
の
結
論
を
得
た
。
だ
が
彼
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
は
、
そ
の
後
、

オ
ス
マ
ン
帝
国
支
配
の
も
と
で
ギ
リ
シ
ア
系
正
教
徒
の
知
識
人
層
に
お
い
て
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
が
退
潮
し
、
「
ロ
ー
マ
人
」
の
自
称
が
支
配
的
に
な

っ
て
い
く
と
い
う
全
般
的
傾
向
の
中
に
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
つ
の
推
測
と
し
て
、
聖
職
者
に
対
す
る

教
育
の
質
の
低
落
傾
向
、
そ
し
て
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
時
代
に
教
育
を
受
け
た
知
識
人
の
死
去
に
伴
い
、
ギ
リ
シ
ア
古
典
の
高
度
な
教
養
を
持
っ
た

知
識
人
に
特
に
訴
求
し
た
で
あ
ろ
う
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
・
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
は
自
ら
の
言
説
の
力
を
発
揮
で
き
る
余
地
を
失
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
本
稿
で
主
に
扱
っ
た
二
つ
の
著
作
の
写
本
が
自
筆
の
も
の
を
除
く
と
あ
ま
り
残
さ
れ
て
い
な
い
事
実
は
こ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
の
か
も
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

れ
な
い
。
た
だ
し
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
治
下
で
の
ギ
リ
シ
ア
古
典
文
化
の
一
定
程
度
の
継
続
を
指
摘
す
る
研
究
も
存
在
す
る
の
で
即
断
は
で
き
な

い
。
一
つ
の
説
明
と
し
て
オ
ス
マ
ン
帝
国
下
の
ギ
リ
シ
ア
系
正
教
徒
が
、
他
の
正
教
徒
と
と
も
に
ム
ス
リ
ム
に
よ
っ
て
「
ル
ー
ム
（
ロ
ー
マ

入
）
」
と
呼
称
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
教
会
合
同
問
題
の
消
滅
に
よ
り
西
欧
人
に
対
し
て
ビ
ザ
ン
ツ
人
特
有
の
文
化
的
卓
越
性
と
し
て
の

ギ
リ
シ
ア
性
を
強
調
す
る
必
要
が
薄
れ
た
こ
と
が
原
因
と
推
測
さ
れ
る
が
、
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
稿
を
改
め
て
検
討
し
た
い
。

　
加
え
て
、
十
六
世
紀
以
降
の
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
総
主
教
座
で
は
、
最
後
の
帝
国
た
る
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
滅
亡
の
後
、
総
主
教
座
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

体
が
神
の
窺
い
知
れ
ぬ
配
剤
に
よ
り
帝
国
の
代
替
物
と
な
り
、
全
正
教
徒
を
統
轄
す
る
と
い
う
観
念
が
生
ま
れ
た
と
い
う
。
こ
の
エ
ス
ニ
ッ
ク

な
要
素
を
全
く
感
じ
さ
せ
な
い
総
主
教
座
の
自
己
認
識
を
見
る
限
り
で
は
、
ゲ
ナ
デ
ィ
オ
ス
ニ
世
の
構
想
し
た
テ
オ
ク
ラ
テ
ィ
ッ
ク
な
支
配
理

念
は
受
け
継
が
れ
た
一
方
、
種
族
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
存
在
す
る
余
地
は
な
か
っ
た
よ
う
に
も
見
え
る
。
た
だ
し
総
主
教
座
が
ギ
リ
シ
ア

人
聖
職
者
を
主
教
叙
任
に
お
い
て
優
遇
す
る
傾
向
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、
正
教
徒
全
体
を
意
味
し
う
る
「
ロ
ー
マ
人
」
を
自
称
し
て
い
て
も

ギ
リ
シ
ア
人
の
聖
職
者
・
有
力
者
に
と
っ
て
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
と
し
て
の
ま
と
ま
り
が
全
く
意
識
さ
れ
な
か
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
彼
ら
の

「
ロ
ー
マ
人
意
識
」
の
内
実
を
検
証
す
る
際
に
も
、
ゲ
ナ
デ
ィ
オ
ス
二
世
の
ケ
ー
ス
に
よ
く
現
れ
て
い
た
よ
う
に
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
普
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コンスタンティノープル陥落後の総主教ゲナディオスニ世のヘレニズム（上柿）

遍
的
な
極
と
個
別
的
・
種
族
的
な
極
と
の
問
で
変
化
し
う
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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Patriarch　Gennadios　II’s　Byzantine　Hellenism

　　　　　　after　the　Fall　of　Constantinople

by

UEGAKI　Tomoo

　　From　the　twelftk　century　on，　Byzantine　iRtellectuals　who　were　deeply

imbued　in　the　Greek　classics　began　to　positively　evaluate　classical　culture

by　applying　to　it　the　epitheゼ‘Greek”which　had　had　negative　nuance　of

paganism．　Although　the　Byzantines　had　generally　referred　to　themselves　as

“Romans，”　this　re－evaluation　gradually　led　to　the　tendency　for　identification

of　their　origin　with　the　ancient　Greeks．　ln　Byzan£ine　studies　these　phenome－

na　are　called　“Byzantine　Hellenism”．

　　The　main　problem　of　this　Byzantine　HeJlenism　is　how　it　was　related　to　the

modes　of　collective　identity　（e．　g．　Roman，　Orthodox，　or　Greek）　that　the

intelleetuals　projected　onto　themselves　and　other　Byzantines．　ln　this　regard，

until　the　middle　of　the　2eth　century　there　had　been　a　conflict　between　the

teleological　interpretation　of　Hellenism　that　sought　to　see　it　as　the　origin　of

the　modern　Greek　nation　and　the　tendency　to　completely　negate　its　influ－

ence　oR　the　identity　of　the　Byzantines．　Recently，　this　dichotomy　has　been

overcome　by　reconsidering　the　Byzantine　Heilenism　from　the　perspective　of

diachronic　changes　in　the　range　of　what　was　regarded　as　“Greel〈”　as　well　as

its　significance　and　function　in　Byzantine　society．　This　reexamination，　how－

ever，　has　Rot　yet　proceeded　to　the　fifteenth　ceRtury　when　the　Byzantine

Empire　met　its　demise．　Although　it　is　well　known　that　the　late　Byzantine

Empire　（Palaeologan　Dynasty）　saw　the　florescence　of　cultural　activity

centering　on　the　Greek　classics，　only　its　contribution　to　the　ltalian

Renaissance　has　often　mattered　for　those　scholars　who　valued　its　role．　There－

fore，　it　has　Rot　been　yet　sufficiently　illustrated　how　Byzantine　Helienism

related　to　the　deve｝opment　of　collective　identity　of　the　Byzantines　living　in

the　transient　period　from　the　Byzaneine　rule　to　tkat　of　the　Ottomans．

　　This　artic｝e　is　an　initial　attempt　to　understand　the　relatioR　between

Byzantine　Hellenism　and　the　collective　identity　adopted　by　intellectuals　in

the　middle　of　the　fifteenth　century　from　the　viewpoint　of　those　who　re一
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mained　within　the　Ottoman　Empire　after　the　collapse　of　the　Byzantine

Empire．　Specifically，　this　paper　investigates　the　diseourses　of　Hellenism

expressed　in　the　works　of　Gennadios　II　（1400　ca，一72　ca．），　the　first　Patriarch

（1454－6）　after　the　fall　of　Constantinople．　By　analyzlng　how　his　HeJlenjsm　was

re｝ated　to　ByzaBtine　traditional　modes　of　thinking　such　as　the　soteriological

view　of　history　and　religious　interpretatioBs　of　historical　events，　and　then　by

associating　this　analysls　with　the　circumstances　which　he　faced　（tkese

circumstances　specifically　took　the　form　of　two　tasks　he　took　on：　accommod－

ation　between　the　Ottoman　government　and　the　Patriarchate　of　Constantino－

pie　and　the　revelation　of　the　historical　position　and　destiny　of　the　Greek

Orthodox　Christians），　1　aim　to　elucidate　in　particu｝ar　the　intended　result　of

these　Hellenism　discourses．

　　As　the　result　of　the　investigation　of　these　texts　closeiy　connected　to　his

perceived　tasks，　the　following　conciusions　were　obtained．

　　Firstly，　in　the　dialogue　with　Mehmed　U，　Gennadios　II　tried　to　positlon

Greek　antiquity　as　an　era　contributing　to　the　renewal　of　divine　law　in　the

Christian　soteriological　view　of　history　by　marginalizing　the　pagan　nuance　of

ancient　Greece　and　stressing　its　exceilence　in　philosophy，　which　he　also

regarded　as　deriving　from　the　law　of　God．　This　attempt　was　intended　to

show　that　the　Greek　Orthodox　people　formerly　had　a　privileged　relationship

with　God　in　the　framework　of　the　soteriological　history　developed　by　alterna－

tions　of　divine　law　that　wouid　be　easily　understandable　to　Muslims　witkout

causing　suspicion　of　pagaRism．

　　Secondly，　Gennadios　II　told　the　Greek　Orthodox　people　under　the　rule　of

the　Ottoman　Empire　that　the　fall　of　Constantinople　was　caused　by　their　slns

and　God’s　admonitory　punishment　and　persuaded　thern　to　accept　the　new

regime．　This　mode　of　explanation，　iR　reaction　to　the　extinction　of　the

Byzantine　Empire，　transformed　the　idea　of　the　impelial　subjects　of　the　City

biessed　by　God　as　their　common　homeland　to　be　the　one　of　a　people　without

their　own　polity　who　were　bound　to　God　by　the　relationship　of　“sin　and

punishment”　in　analogy　with　the　fate　of　the　Jews．　Accordingly，　the　concept

of　the　“chosen　people”　cou｝d　theoretically　iRclude　ali　Orthodox　people．

However，　when　the　ancient　idea　of　the　excellence　of　the　Greek　culture　was

combined　with　the　collective　identity　of　the　Greek　Orthodox　peopie　via

terms　such　as　Polis　（Constantinople），　genos　（nation）　aRd　Patris　（homeland），　the

“chosen　peopie”　was　traRsformed　into　the　“Greeks，”　which　provided　them

with　a　certain　degree　of　ethnic　cohesioR．
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